
紹

介

M 

モ
l
ガ
ン
著

ツ

ク
修
道
院
の

z
q
ン
グ
ラ

ン
ド
所
領
』

(
富
山
ユ
耳
目
。
富
。
諸
富
山
吋
宮
開
口
問
口
ω
F
F
s
e

oご
y
o
〉
σぴ
唱
え
回
。
。
・
。
見
。
丘
ロ
ロ
守
2
m
-
q

M
M
円

mwωω"
同市
V
I
H
A
凶
〉

近

藤

晃

イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
1
発
展
の
歴
史
は
十
四
世
紀
に
お
い
て
最
も
活
滋
な

容
椙
を
畏
し
、
と
の
過
程
を
構
成
す
る
諸
々
の
歴
史
的
事
象
の
う
ち
に
そ

の
崩
壊
へ
の
決
定
的
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
マ
ナ
ー
を
吻
的
基
礎
と
す
る
封
建
領
主
1
1そ
れ
が
宗
教
的

支
記
者
で
あ
れ
世
俗
的
貴
族
で
あ
れ
ー
ー
の
政
治
的
・
経
済
的
支
配
機
構

の
構
造
的
危
機
が
全
面
的
に
顕
在
化
し
、
そ
の
行
程
の
う
ち
に
社
会
の
住

『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

産
力
は
全
機
構
約
に
農
民
経
済
の
品
河
内
へ
の
移
行
を
示
し
『
産
業
資
本
』

形
成
の
歴
史
的
前
提
H
H

『
民
富
』
の
蓄
碕
の
た
め
に
必
要
に
し
て
旦
つ
充

分
な
る
諸
条
件
の
豊
富
な
成
熟
を
可
能
に
し
た
、
-
と
い
う
意
味
で
ま
さ
に

そ
5
な
の
で
あ
る
。
一
三
四
八
・
九
年
に
お
け
る
黒
死
病
の
会
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
一
旦
る
大
流
行
、
一
三
八
一
年
に
み
る
大
規
模
な
農
民
一
授
、
そ
の

聞
を
縫
っ
て
頻
発
す
る
農
民
の
反
領
主
的
抵
抗
、
そ
し
て
就
巾
剰
余
労
働

の
支
配
的
形
態
と
し
て
の
賦
役
〔
H
労
働
地
代
〕
の
貨
幣
地
代
へ
の
漸
進

的
移
行
、
と
れ
に
伴
な
う
領
主
直
営
地
経
常
の
縮
小
乃
至
消
滅
、
直
蛍
地

に
お
け
る
定
期
小
作

(HS田谷
O
]
色
〉
の
生
成
、
ー
ー
と
れ
ら
は
十
四
世
紀

に
お
け
る
英
国
社
会
経
済
史
の
示
す
特
徴
的
容
相
で
あ
り
、
当
該
封
建
制

の
固
有
な
発
展
過
程
を
形
づ
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
十
四
世
紀
に
み
る
激
烈
な
社
会
的
変
動
は
、
史
料
の
探
掘
が
歴
史

の
そ
れ
に
基
づ
く
科
学
的
研
究
全
可
能
な
ら
し
め
て
以
来
英
国
社
会
の
始

め
て
経
験
す
る
最
も
活
溌
な
歴
史
の
所
産
と
し
て
史
家
の
注
意
を
喚
起
し

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
l
k
関
す
る
諸
研
究
の

相
当
量
が
十
四
世
紀
の
社
会
変
革
に
関
説
し
‘
幾
つ
か
の
す
ぐ
れ
た
研
究

成
果
を
産
み
出
す
と
と
も
に
、
ま
た
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
数
々
の
注
目
す
べ

き
論
争
の
展
開
を
み
た
(
註
一
U
。
し
か
し
な
が
ら
初
期
に
お
け
る
歴
史

学
の
動
向
は
そ
の
方
法
均
貧
困
と
限
界
牲
の
放
に
、
地
万
史
の
分
野
に
お

け
る
精
敵
な
実
証
的
研
究
の
幾
つ
か
を
粛
ら
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
総
体
と

し
て
は
見
る
べ
き
成
果
を
収
め
え
な
か
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
実
際
十
四
世
紀
に
関
す
る
英
国
史
学
の
研
究
ほ
可
i

成
り
多
角

的
に
旦
つ
花
々
し
く
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
十
九
世
紀
後
半

、‘

八



『
ぺ
ァ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

以
来
、
或
い
は
農
民
一
授
を
め
ぐ
っ
て
、
或
い
は
賦
役
の
「
金
約
化
」

(
n
o
g
B
S巴
cろ
の
一
進
行
度
、
と
そ
の
地
理
的
分
布
状
況
に
つ
い
て
、

そ
し
て
更
に
こ
れ
ら
の
二
つ
の
主
要
論
点
|
|
特
に
後
者
1
1
1
K
関
す
る

黒
死
病
大
流
行
の
及
ぼ
し
た
影
響
如
何
に
つ
い
て
、
十
四
世
紀
の
社
会
経

済
史
の
研
究
者
た
ち
は
殆
ど
例
外
な
く
必
ず
そ
の
分
析
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

を
求
め
、
そ
し
て
自
ら
の
所
説
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
そ
の
研
究
乃
歪
論
争
の
賓
ら
し
た
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
稔
り
豊

か
な
も
の
と
は
云
い
難
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
過
程
を
顧
み
て
M

.
M
-
ポ
ス
タ
ン
ハ
冨
・

z・
MMggろ
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。
『
賦
役
の
ク

ロ
ノ
ロ
ヂ
l
そ
れ
自
体
よ
り
も
想
定
さ
れ
た
ク
ロ
ノ
ロ
ヂ
ー
を
支
え
て
い

る
説
明
の
方
が
更
に
受
入
れ
難
〈
さ
え
あ
っ
た
。
そ
れ
故
主
た
る
欠
陥
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
時
期
K
関
し
た
そ
れ
よ

D
も
そ
の
立
脚
し
て
い
る
論
理
に
あ
る
』
(
詮

二
)
と
。
ポ
ス
タ
ン
が
十
四
世
紀
の
歴
史
学
が
思
わ
し
い
進
展
を
み
せ
な

か
っ
た
原
因
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
そ
の
立
仰
し
で
い
る
論

理
』
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
こ
こ
で
前
世

記
の
最
後
の
四
半
世
紀
以
来
一
九
一
一
一

0
年
代
に
か
け
て
継
続
さ
れ
た
十
四

世
記
を
め
ぐ
る
諸
研
究
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
分
析
の
前
提
と
し
た

封
建
社
会
理
論
、
す
な
わ
ち
謂
う
と
こ
ろ
の
マ
ナ
!
日
冗
に
闘
す
る
『
古

典
理
論
』
(
の

z
g付
包

斗

r
g
q
U
J
T羽
起
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
い
う
ま

で
も
な
く
こ
の
『
古
典
理
論
』
ば
十
九
位
紀
末
葉
に
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ

l
ボ
l
ム
(
匂
・

m
m巾
ぴ
。

F
Sヌ
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
i
ド
フ
(
H
V
E
H
}

〈

E
Cぬ
E{宮内
3
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

-we
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
(
司
H

・0
L
O

ユn
k

d
E
H
U
g
p向
包
己

g
eの一一一者
1
1
1
勿
論
そ
の
所
説
は
多
く
の
異
な
る
ニ

一一一八四

ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
い
た
ー
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
マ

ウ
ラ
l
伝
説
』
と
も
よ
ば
れ
た
大
陸
K
お
け
る
当
時
の
支
配
的
共
同
体
学

説
『
マ
ル
ク
共
同
体
論
』
の
影
響
か
ら
自
立
し
て
独
自
の
脊
在
を
築
き
上

げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
と
そ
の
基
本
的
特
質
と
に
関
し
て
は
既

に
幾
人
か
の
先
学
の
筆
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
(
註
三
)
、
筆
者
も

ま
た
前
に
若
干
触
れ
る
と
と
ろ
が
あ
っ
た
(
註
四
%
従
っ
て
こ
の
一
応

周
知
の
事
実
と
さ
れ
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
こ
と
で
一
丹
び
論
ず
る
こ
と

は
恐
ら
〈
無
用
で
あ
り
、
ま
た
い
ま
は
そ
の
場
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
『
台
典
理
論
』
が
最
盛
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
!
の
分
析
に

際
し
で
も
、
そ
の
解
体
期
に
つ
い
て
も
研
究
の
出
発
点
と
な
り
或
い
は
そ

の
立
論
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
と
と
は
論
を
ま
た
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
『
古
典
理
論
』
そ
れ
自
体
二
十
世
紀
に
入
る
や
否
や
烈
し
い
批
判
の

矢
面
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
批
判
の
内
容
は
主
と
し
て
マ
ナ

タ
ヲ
シ

ー
の
実
窪
一
的
研
究
の
立
場
か
ら
提
出
さ
れ
た
・
も
の
で
、
あ
り
、
所
謂
「
古
典

カ
ル的

司
ナ
l
」
は
唯
山
山
一
げ
一
『
理
論
的
ほ
の
み
存
在
ず
る
』
に
す
ぎ
ぬ
、
乃
至

は
現
実
に
古
典
想
論
の
説
く
如
き
構
成
因
子
を
具
有
す
る
マ
ナ
l
休
制
は

そ
の
量
花
お
い
て
は
例
外
的
な
脊
在
た
る
の
み
で
占
め
る
と
さ
れ
、
総
じ
て

『
古
典
理
論
』
の
所
説
は
歴
史
学
に
お
け
る
一
つ
の
吋
プ
ロ
ク
ル
ス
テ
l

ス
の
寝
台
』
と
し
て
恒
否
じ
よ
う
と
す
る
点
に
帰
着
す
る
。
こ
う
し
て

英
国
史
学
界
は
『
古
典
理
論
』
に
関
す
る
反
省
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る

の
で
中
め
る
が
、
そ
の
『
古
典
理
論
』
克
服
過
程
の
具
体
的
な
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
我
々
と
し
て
少
な
か
ら
ず
問
題
の
応
る
と
こ
ろ
で
ふ
め
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
別
に
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
機
会
を
も
ち
た
い
と
考
え
て



レ
る
の
で
あ
る
が
、
総
じ
て
こ
の
過
程
の
う
ち
に
今
日
実
証
史
学
偏
重
と

い
う
英
国
史
学
界
の
支
配
的
風
潮
の
起
源
を
さ
ぐ
り
当
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
α

要
す
る
に
そ
と
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
可
古
典
理

論
』
の
発
展
で
は
な
く
廃
棄
で
あ
っ
た
。
こ
の
英
国
史
学
の
源
流
が
提
示

し
た
幾
つ
か
の
命
題
は
そ
の
経
験
的
妥
当
性
が
稀
薄
で
あ
る
、
乃
至
は
欠

除
し
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
次
々
と
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果

は
歴
史
的
諸
事
象
に
内
在
す
る
普
遍
的
契
機
を
抽
象
し
そ
れ
を
理
論
と
し

て
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
諸
関
係
の
発
展
過
程
を
貫
ぬ
く
法
則
性
を

求
め
よ
ラ
と
す
る
一
切
の
一
意
欲
が
英
国
史
学
界
か
ー
ら
殆
ん
ど
捨
て
さ
ら
れ

る
と
と
と
な
る
。
と
の
こ
と
は
「
士
口
県
理
論
』
の
解
体
以
後
英
国
に
お
け

る
封
建
社
会
史
の
研
究
に
お
い
て
、

ζ

れ
に
代
る
べ
き
統
一
的
な
理
論
体

系
の
形
成
を
み
る
こ
と
な
く
、
『
古
典
理
論
』
を
し
て
徒
ら
に
石
女
に
終

ら
し
め
た
決
定
的
な
理
由
と
な
る
の
で
占
め
る
。
(
註
五
〉

(
註
一
)
封
建
社
会
に
お
け
る
基
本
的
階
級
闘
争

ι
し
て
の
農
民
の
援

抗
と
そ
の
会
図
的
規
模
に
お
い
ぞ
組
織
さ
れ
た
、
二
一
プ
八
一
年
の
農

民
一
授
ハ
可
由
何
回
匝
ロ
ペ
田
河
由
4
0】
同
)
に
関
し
て
は
、
。
・
。
自
由
口
町
、
吋
V
同

。
2

2
同
2
-
o
z
o同】
g
H
Q
8
3・
阿
・
句
。
君
。
--u
・吋廿
σ
呂
田
山
口
同

宮
開
曲
目
け
〉
口
問
民
国
(
]
∞
D
q
y
H
・
開
・
斗
・
問
。
同
開
吋
凹

UKF
出回目円。『『

O
州

〉問
H-H2HHZ吋
由
開
口
弘
司
丘
町
四
回
目
ロ
肘
ロ
岡
山
田
口
子
〈
O
F
H
(凶∞
g
〉
h
r国
MM・

-
〈
・
宗
門
。
・

ω日
同
の
目
白
内
ロ
ユ
品
目
。
同
君
司
『
}
円
自
己
当
田
岡
市
田
(
〕
∞
宮
〉

ハ何回国
H
Y
H
M・
舵
干
の
古
典
的
叙
述
に
接
ナ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
特
に

近
年
同
州
・
国
・
出
口
円
。
ロ

hw
出
-MH開
mmwロ

u

、
『
日
回
目
別
口
何
日
山
田
町
呂
田
山
口
問
。
剛

】∞∞】

(
H
8
3
及
び
河
・
出
・
回
目
]
円
。
三
回
V
B
E
E
V向
0
4
m
g
g
s
s

『
ベ
ッ
ク
修
道
院

ρ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

MWE同一院
HM仏
σ氏
。
門
出
】
∞
笠
・
関
口
。
ロ
O
B山口同町田円。『
M1HNoio耳(】申山
pmw)

の
注
目
ナ
ベ
者
研
究
を
も
っ
乙

E
と
な
っ
た
。

一
一
一
一
個
八
年
の
黒
死
病
大
流
行
の
社
会
絞
済
的
影
響
と
賦
役
の
金

約
化
に
関
ナ
る
重
要
文
献
と
し
て
は
、
前
記

T
・
戸
ヂ
ャ

I
ス
の
一
一

草
骨
折
始
弘
山
、
吋
・
4
『・
MM担
問
曲
目
宮
何
回
仏
忠
告
巴
科
目
宮
崎
四
古
何
回
高

-g仏・

可
gH)-w注目
CDMWO同門
F
m
〉
旨
叩
丘
町
刷
出
関
noロ
o
g四
円
〉
g
c
n
u
z
o
p

白
同
己
∞
⑦
片
山

a-
ぐ
o-
・
]
Z
0
・
M

〈
】
由
。
。
)
・
国
-
F・
。
ロ
ミ
u

同，
F
冊

。。同
HMg己
注
目
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ロ
。
州
当
日
目
。
山
口

ω
白円
4山
口
市
田
宮

Mwpm回
目
白
ず
問
問
C
5

5
巾
国
E
n
w
ロ由民昨日
y
開
口
一
色
山
田
町
出
山
田
円
。
門
戸
円
曲
目
一
男
21目白
d
q

〈。
--MMHUF-

Z
0
・
(MJ1H(HmvM肱

F
V
〉
-
M
W
-
F
q『問浮

hwhr
・
回
目
-
U円
仏
一
斗
yo

切日開
n
r
u
s
§
oロ
昏
申
何
回
E
2
0同
答
。

ω
由
。
丘
三
回
n
p
t
2

4

ユ
吾
〉

C
E
Z
R
S
S四
宮
田
口
。
一
円
出
。
同
当
否
。
可
民
三
ぬ

Eze--

目
白
色
り
o司
己
Oロ・

(MM
・
ヨ
ロ
O
N自
己
丘
町
ハ
邑
・
〉
。
民
o
a
ω
宮内旧日時四

宮

ω
o
n
U日間
H
H
H
F目
岡
山
】
沼
山
∞
件
。
司
MJ
〈
0
7
〈
]
也
】

A3・
出

-
h
r
・

問
。
回
目
白
口
回
W
M
1
u
ω
2
i
n巾
由
吉
弘
認
。
口
巾
可

m
g仲
即
日
目
吾
町
長
円
宮

内

U
0
2
R可・岡山口
O
O
B
W
出
山
由
件
。
ミ
何
回
1
0司
・
〈
o--
〈
-
Z
0
・N
(
H
E
U印)・

冨・

ζ
・可
o
m
g口
一
、
H，v
m
h
p円
OPOH認
可

え

官

官

民

ω
z
i
n
g

吋
目
出
回
目
門
氏
。
ロ
由
。
2

Z
刻
。
『
弘
呂
田
件
。
ュ
E
H
ω
。向山
o
q・仏
F
S
ω
め門戸

3
・

J10日
.
回
。
ハ
】
む
臼
印
)
等
が
研
究
の
基
本
系
列
宗
形
成
ナ
る
も
の
で
る

る
。
(
後
述
)

(
註
二

)
H
M
D由円

S
・
a
-
門戸

HY
込
]
傍
点
は
引
用
者
。

(
設
一
一
一
)
差
し
あ
た
り
矢
口
孝
次
郎
「
イ
ギ
η
ノ
ス
封
建
社
会
絞
済
史
」

(
昭
和
二
十
四
年
L

第
五
掌
第
一
節
、
小
松
芳
脅
「
封
建
英
国
と
そ

三
八
五



『
ペ
フ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

八
六

ヨ
ム
ミ
ユ
テ

4
b
ヨ
シ

の
崩
壊
過
程
」
(
昭
和
十
九
年
〉
第
一
論
文
「
マ
ナ
研
究
史
概
要
」
点
は
賦
役
の
「
金
納
化
」
の
時
期
如
何
、
そ
し
て
こ
の
「
金
納
化
」
の

等

参

照

し

・

進

展

に

た

い

し

て

一

三

四

八

・

九

年

に

渥

阪

を

極

め

た

黒

死

病

が

ど

の

(
註
四
)
立
歎
綾
済
学
研
究
第
七
傘
第
一
号
、
。
一
六
七

i
一
七
一
項
。
程
度
の
関
係
を
も
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
点
に
お
か
れ
た
。
従
っ
て
研
究

(
註
五
〉
戦
後
英
国
中
世
経
済
史
家
と

L
て
登
場
し
マ
ル
ク
ス
主
義
の
の
万
法
と
し
て
、
黒
死
病
以
前

k
f
の
程
度
「
金
約
化
」
が
進
行
し
て
い

方
法
に
立
っ
と
と
に
よ
っ
て
斯
界
の
水
準
な
高
か
ら
し
あ
、
旦
つ
新
た
か
の
検
証
に
始
ま
り
、
更
に
黒
死
病
の
効
果
を
考
量
ず
る
と
と
が
一
つ

b
し
い
研
究
方
向
を
指
示
し
た
俊
英
R
-
H
・
ヒ
ル
ト
ン
は
「
古
典
の
慣
例
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
万
面
に
お
け
る
古
典
的
見
解
は
サ
ラ

的
マ
ナ

I
」
を
も
フ
て
生
産
様
式
と
し
て
の
封
建
制
下
に
お
け
る
階
吋
ル
ド
・
ロ
ヂ
ャ

I
ス

QMwgg
戸
、
吋
ぎ
『
D
E
m
o
m血
門
田
〉
に
よ
り
一
八
六

絞
構
造
の
原
型
を
示
ナ
も
の
正
し
、
『
古
典
淘
論
』
を
新
た
な
問
題
六
年
そ
の
倉
大
な
主
著
〉
田
町
田

g
q
-
O同
〉
ぬ
ユ

gJEBgb句同町円冊目
E

競
角
か
ら
再
び

E
P
あ
げ
て
い
る
。
(
M
N

・
出
・
一
回
言
。
白
山
同
渉
唱
。
E
V

開口
m

剛
山
戸
同
日
一
色
の
第
一
巻
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
ロ
ヂ
ャ
!
ス
の
説

国

R
g
a
B山
〉
富
由
民
O
口
。
。
日
目
。
寝
室

go吋
山
口
仲

z
a
s
g血
く
と
こ
ろ
は
、
「
金
約
佑
」
は
既
に
十
四
世
紀
前
半
に
お
い
て
普
温
的
な

忌
p
n
g
z
ュ2
・
ω
g
&
g
S
F
o
-
n
g
g
g
v可
申
〉
伺
『
一
胆
江
戸
口
呂
田
・
現
象
左
な
っ
て
お
り
賦
役
は
極
め
て
少
数
の
農
民
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
た

窓
号
、

E-
詞
・
の
・
出
呂
志
ま
・
。
宮
H
M
-
H

・

3
・
6
1
S・
弓

ち

・

〉

に

す
J
S
ぜ
な
い
。
し
か

b
黒
死
病
以
後
に
み
ら
れ
た
労
賃
の
昂
騰
と
穀
物
価

格
の
低
下
と
い
う
ニ
つ
の
事
態
は
領
主
に
ふ
る
賦
役
の
復
活
と
い
う
企
図

を
刺
戟
し
、
そ
れ
は
同
時
に
農
民
の
激
し
い
抵
抗
を
誘
発
す
る
結
果
、
と
な

る
、
従
門
戸
て
一
三
八
一
年
の
農
民
一
授
の
原
因
も
か
か
る
事
態
の
中
に
求

め
ら
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
帰
着
?
る
。
(
註
六
)
二
十
世
紀
に

入
る
や
十
四
世
紀
前
半
に
お
い
て
も
向
か
つ
賦
役
が
支
間
的
序
在
で
あ
る
、

こ
と
を
主
張
す
る
見
解
が
米
国
史
家

T
-
w
・
ベ
イ
ヂ
(
戸
当
・
司
釦
崎
一
四
)

に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
(
註
セ
)
自
ら
語
る
よ

5
K
ロ
ヂ
ャ
l
ス
の
前

記
の
見
解
は
或
る
程
度
ま
で
推
定
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
ゐ
の
で
あ
っ
た

が
、
ペ
イ
ヂ
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
は
始
め
て
精
密
な
実
証
的
研
究
の
分
野

に
移
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。

ζ
の
ペ
イ
ヂ
の
提
示
す
る
賦
役
の
年
代
記

は
黒
死
病
流
行
時
に
招
来
し
た
封
建
農
業
の
無
政
府
状
態
を
劃
期
と
し
て

こ
の
よ
え
ノ
に
し
て
立
論
の
基
礎
が
動
揺
し
崩
れ
去
っ
て
い
っ
た
と
き
、

十
四
世
紀
に
関
す
る
経
済
史
研
究
も
ま
た
大
き
な
障
碍
に
直
面
す
る
結
果

と
な
り
、
問
題
の
提
出
そ
れ
自
体
さ
え
も
鋭
い
反
省
が
要
求
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
例
え
ば
有
名
な
黒
死

病
論
争
と
そ
の
帰
結
の

5
ち
に
明
瞭
に
看
取
し
う
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
こ

の
問
題
は
マ
ナ
l
経
済
の
基
軸
た
る
賦
役
に
よ
る
直
営
地
耕
作
の
崩
壊
過

程
解
明
の
た
め
に
重
要
な
手
懸
り
を
探
り
あ
て
る
目
的
か
ら
設
宍
を
み
に

も
の
で
忠
り
、
と
の
過
程
の
焦
点
は
賦
役
か
ら
貨
幣
地
代
へ
の
地
代
形
態

に
お
け
る
転
換
、

A
2
5
5ロ
g
R
E
V
の
歴
史
具
体
的
な
姿
態
の
究
明
に

正
し
〈
絞
ら
れ
た
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
主
要
な
論



阜
市
死
病
以
後
の
約
三
十
年
伺
に
お
け
る
「
金
約
化
」

i
l彼
に
よ
れ
ば
特

に

A
g目
g
・
4
2
r
v
と
し
て
の
賦
役
の
そ
れ
ー
ー
の
著
し
い
進
行
を
強

張
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
寧
ろ
賦
役
の
一
再
施
行
を
み
た
と
す
る
ロ
ヂ
ャ

l
ス
説
に
鋭
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
黒
死
病
に
よ
る
農
業

人
口
の
移
し
い
減
少
は
貨
幣
経
済
の
相
対
的
発
展
を
招
来
じ
、
そ
の
結
果

賦
役
に
よ
る
直
営
地
経
済
は
定
期
小
作
、
(
円
四
国
国
ろ
に
漸
次
そ
の
道
に
譲

る
こ
と
に
な
る
内
と
い
う
論
理
が
そ
の
基
礎
を
た
し
て
い
る
。
(
註
八
)

こ
の
ペ
イ
ヂ
の
見
解
に
た
い
し
て
は
同
じ
米
国
史
家
た
る

H
・
L
-
グ
レ

イ
(
同
国
唱
白
色

F
・
の
お
可
〉
が
一
九
一
四
年
主
と
し
て
ペ
イ
ヂ
の
所
説
の

吟
味
と
い
う
形
で

A
U色
也
氏
。
回
目
句
。
弘
冨
2
8
B
V
を
根
本
史
料
と
し

て
世
俗
領
・
教
会
領
の
何
れ
に
も
偏
せ
ず
、
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
及
ぶ
広

範
な
地
域
に
お
け
る
マ
ナ
ー
を
取
扱
っ
た
論
文
吟
E
C
0
5
5己
主
向
。
ロ
え

ヨ
F
S
F
3
k
g
E
開
口
也

g
a
g同

0
2
s
o
呂田
n
w
U
8
5
を
n公

表
し
、
(
註
九
)
ペ
イ
ヂ
説
の
歴
史
的
妥
当
性
に
大
き
な
制
約
を
与
え
る

意
味
の
結
論
を
導
い
た
。
グ
レ
イ
の
功
績
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
地
域
性

と
い
う
新
ら
し
い
見
地
を
導
入
し
、
こ
の
論
争
を
出
発
点
か
ら
再
構
成
を

余
儀
な
く
さ
せ
る
端
緒
を
示
し
た
点
に
見
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
彼
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
グ
ロ
!
ス
タ

i
(
2
0
μ
門

g
gろ
に
至
る
線
を

設
定
し
、
そ
の
線
の
北
西
部
で
は
総
じ
て
ロ
ヂ
ャ

l
ス
説
に
語
ら
れ
た
如

き
「
金
納
佑
」
の
先
進
地
帯
が
見
出
さ
れ
、
南
東
部
で
は
当
時
商
品
目
貨

幣
経
済
の
中
心
地
と
目
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
に
近
接
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず

「
金
約
化
」
は
む
し
ろ
黒
死
満
に
先
行
す
る
半
世
紀
で
は
随
所
に
発
見
で

き
、
当
面
こ
ζ

で
は
ペ
イ
ヂ
説
が
想
起
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
(
註
一
)

『
ペ
ヴ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
鎖
』

こ
の
グ
レ
イ
の
論
稿
に
相
い
前
後
し
て
口
公
表
さ
れ
た
エ
リ
ザ
ペ
ス
・
レ
ヴ

イ
ッ
ト
(
〉
・
回
目

S
Z
S
F
0
4
Z
3
の
研
究

4JZ一切
r
n
k一切冊目

F

円

vs

s
o
H
V仲
間
門
町
田
え

5
0
ω
s
a
d『山口
n
r
g
g司
(
]
喧
】
由
)
は
、
「
金
約
化
」

の
問
題
を
黒
死
病
と
の
関
連
に
お
い
て
考
え
よ
う
と
し
て
き
た
ペ
イ
ヂ
以

来
の
学
界
の
慣
習
を
〈
仁
〈
断
ち
切
る
と
い
う
鋭
い
効
果
左
も
つ
ば
か
り
で

な
く
、
史
料
に
現
わ
れ
る
貨
幣
地
代
を
賦
役
の
金
納
化
形
選
と
し
て
理
解

し
こ
れ
安
賦
役
と
単
純
に
比
較
検
討
す
る
と
い
う
屡
々
多
く
の
歴
史
家
の

用
い
た
万
法
が
頗
る
信
頼
の
お
け
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
と
を
も
併
せ

指
摘
し
た
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
黒
死

病
以
来
一
世
代
会
露
、
ほ
ぼ
そ
の
影
響
が
薄
れ
つ
つ
き
え
占
め
っ
た
一
三
六

Q
年
乃
至
七
O
年
以
降
に
当
面
所
領
に
お
け
る
「
金
約
化
」
の
最
盛
期
を

主
張
し
て
お
り
、
(
註
一
一
〉
ペ
イ
ヂ
の
所
説
を
峻
拒
し
て
『
黒
死
病
が
実

に
そ
の
因
を
た
す
と
と
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
と
の
変
革
が
一
三
五

O

年
か
ら
一
三
六
O
年
に
か
け
て
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の

過
程
が
一
三
八

O
年
頃
ま
で
同
様
な
趨
勢
を
継
続
的
に
た
ど
っ
た
こ
と
を

示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
』
(
註
二
一
〉
と
結
論
し
て
い
る
。
ま
た
「
法
定
地

代
」
(
円
邑
岳
門
露
出
師
即
日

g
p
話
回
伸
。
同
詰
曲
目
N
O
〉
と
し
て
史
料
に
一
不
さ
れ

る
貨
幣
地
代
の
起
源
に
つ
い
て
分
析
の
メ
ス
を
揮
る
い
従
来
は
殆
ん
ど
解

明
さ
れ
る
と
止
の
な
か
っ
た
と
の
点
を
究
明
し
、
そ
の
結
果
と
の
麓
の
貨

幣
地
代
は
極
め
て
古
い
起
源
を
も
つ
も
の
で
、
そ
れ
は
現
物
地
代
の
金
約

化
形
態
た
る

A
の
阿
佐
己
ロ

g
v
を
屡
々
表
わ
し
て
お
り
所
謂
金
納
化
と
は

全
く
無
縁
で
あ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
指
示
し
、
従
っ
て
曽
っ
て
グ
レ
イ

等
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
方
法
、
-
す
な
わ
ち
諸
地
代
と
各
種
賦
役
の

一
ニ
八
七



『
ベ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

価
値
室
、
と
の
比
較
検
討
は
金
約
化
問
題
に
何
ら
光
明
を
投
ず
る
も
の
で
な

い
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
(
詑
一
一
ニ
)
こ
の
レ
グ
ィ
ッ
ト
の
研
究

に
は
既
に
『
古
典
理
論
』
に
た
い
し
て
数
多
く
の
一
批
判
的
研
究
の
容
在
を

意
識
し
た
態
度
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
以
前
の
諸

研
究
が
、
十
二
・
一
二
世
紀
に
は
賦
役
に
基
づ
く
マ
ナ

i
体
制
が
支
配
的
で

あ
っ
た
と
い

5
『
古
典
型
論
』
か
ら
導
い
た
シ
ェ
ー
マ
を
そ
の
前
提
と
し

て
い
た
と
き
、
十
四
世
紀
に
み
る
貨
幣
地
代
が
す
べ
て
そ
う
し
た
賦
役
体

制
解
体
の
結
果
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ロ
ヂ
ャ
l
ス
以
来

半
世
紀
に
わ
た
ワ
て
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
の
問
題
は
そ
の
発
端
か
ら
改
め

て
反
省
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
や
め
る
。

(
訟
六
)
同
，
・
河
。
ぬ
角
田

wkp
回目曲作

o
q
a
k
p匂山口口目付
R
o
s
a
甲山

8
田・

同

M
U
-

∞M
i
g
-

(
設
七
)
↓
・
4
『・匂
M
W
M

刷
冊
、
吋
目
指
回
目
払
え
〈
佳
回
目
ロ
静
岡
白
山
口
関
口
弘
割
問
。

ム
〈
M
由
。
(
)
)

〔
註
八
)
吋
担
問
一
O
W
8広・
2

y
∞怠

l
E叫・
2
n
・

(
註
九
)
何
回
同
川
町
田
げ
同
町
内
。
止
n
E
-
同
0
4凶
O
耳切

J
1
0
】・
M内M
H
M
2
0
・nu内

F
N
同

ハ
凶
由
之
「
〉

〔
註
一

O
)
の
吋
回
目
。
匂
・
門
戸
早
大
経
済
史
学
会
編
「
英
吉
剃
経
済
史

研
究
資
料
」
(
増
補
改
訂
版
〉
一
二
六
七
頁
o

A

四
グ
レ
イ
の
示
唆

ナ
る
賦
役
の
地
理
学
は
、
マ
ナ
i
体
制
解
体
の
基
本
線
が
貨
僚
経
済

に
主
る
白
然
経
済
の
克
服
に
あ
る
と
ナ
る
ペ
イ
デ
の
所
設
に
た
い
ナ

ち
批
剣
的
見
解
を
内
包
し
て
い
る
点
に
注
目
ナ
べ
き
で
あ
る
(
事
向
島

O
H
M
-
H
C
H
・]。白
1
1
串・。門口)。

八
八

(
註
一
一
)
戸
田
〈
叩
2
・
0
H
y
n芹
-
M
Y
H
A
「凶・

(
註
一
一
一

)
3
i仏
-
M
Y
E∞・

(
註
一
三
)
吉
仏
・

MMU-ZING-
倫
彼
女
の
グ
V

イ
批
列
に
つ
い
て
は

目立仏・

MMHY
己
l
昆
戸
参
照
。

と
の
よ
ラ
に
し
て
全
く
そ
の
万
向
を
見
失
っ
た
「
金
納
化
」
問
題
は
ソ

ヴ
ィ
ェ
ト
史
家
A
・
B
-
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
業
績
を
み
る
ま
で
は
『
古

典
理
論
』
の
孤
子
と
し
て
暫
ら
く
は
忘
れ
ら
れ
た
感
さ
え
お
っ
た
。
レ
グ

イ
ッ
ト
以
降
約
二
十
年
間
は
こ
の
問
題
の
研
究
史
陀
一
つ
の
暗
黒
時
代
を

劃
守
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
暗
黒
時
代
に
光
明
を
投
じ
た
コ
ス
ミ
ン
ス
キ

ー
の
論
稿

ω
2
4吉
田

g
a
v向。ロ作可
m
g
g
山
口
岱
由
民
手
。

3
2♀

0
8
3
に
つ
い
て
は
、
摂
K
数
多
い
紹
介
が
な
き
れ
立
つ
そ
れ
を
基
礎

と
し
た
乃
至
そ
れ
に
示
唆
を
え
た
幾
つ
か
の
注
目
す
ベ
定
業
績
が
世
に
関

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
所
説
は
余
り
に
も
著
名
で
あ
る
。
(
設
一
回
)
実
際

こ
の
論
稿
と
関
説
ず
る
こ
乏
な
し
に
英
国
の
封
建
杜
会
を
諮
る
と
と
は
で

ぎ
な
い
と
い
っ
て
も
何
ら
誇
張
に
は
な
ら
な
い
。
と
の
余
り

κも
著
名
な
，

コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
論
文
の
内
容
に
関
じ
て
は
こ
こ
に
再
び
紹
介
オ
る
必
ー

要
も
な
い
の
で
あ
る
が
若
干
前
記
一
の
研
究
史
と
の
関
連
と
い
う
視
角
か
ら

そ
の
所
説
を
特
徴
づ
け
て
み
よ

5
。
先
に
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
よ
っ
て
提
起
さ

れ
た
問
題
点
す
な
わ
ち
十
四
世
紀
に
み
る
貨
幣
地
代
は
必
ず
し
も
賦
役
の

金
納
化
形
態
と
し
て
抱
握
で
き
な
い
と
い
う
一
事
実
に
着
目
し
た
コ
ス
ミ
ン

ス
キ
ー
は
既
に
グ
レ
イ
、
ス
テ
ン
ト
ン
(
匂
.
宮

.ωSHHSロ
)
、
ニ

l
ル
ス
ン

(
Z
・2
冊目戸田
O
ロ
)
(
註
一
五
)
等
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
所
領
構

造
の
多
様
性
と
そ
の
地
理
的
自
分
に
と
れ
を
対
応
せ
し
め
る
と
い
う
形
で



両
者
の
相
関
関
係
の
究
明
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
所
領
構
造
の
多
様
牲

を
領
主
直
営
地
と
農
奴
保
有
地
と
の
閥
の
量
的
関
係
如
何
に
よ
り
「
荘
園

的
」
お
よ
び
「
非
荘
園
的
」
と
い
う
こ
つ
の
筒
障
に
解
消
し
、
前
者
に
お

い
て
は
『
古
典
理
論
』
の
説
く
如
会
賦
役
休
制
の
優
越
性
が
、
後
者
に
お

い
て
は
自
由
保
有
地
の
広
汎
な
存
在
と
貨
幣
地
代
が
由
民
奴
諸
負
担
の
支
闇

的
部
分
を
形
成
す
る
と
い
う
傾
向
と
が
析
出
で
ぎ
る
と
し
、
更
に
十
三
世

紀

κお
い
て
は
こ
の
二
つ
の
傾
向
が
共
に
発
展
す
る
こ
と
も
併
せ
明
示
し

た
。
こ
の
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
事
態
は
い
ず
れ
も
漸
く
伸
長
し
て
〈
る
貨

幣
経
済
の
マ
ナ
l
体
制
に
与
え
た
影
響
に
よ
る
も
の
と
し
て
把
え
う
る
と

主
張
す
る
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
は
こ
の
点
を
封
建
社
会
の
階
級
構
成
に
対
応

せ
し
め
、
そ
の
基
礎
に
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
貨
幣
経
済
の
庄
産
的
基
礎

が
領
主
に
よ
る
直
静
岡
地
経
済
に
あ
る
か
農
民
経
済
に
あ
る
か
と
い
う
問
題

が
所
領
構
造
と
の
相
関
に
お
い
て
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
特

に
巨
大
所
領
に
よ
る
賦
役
の
創
出
・
維
持
n
H
『
封
建
的
反
動
』
(
同

g
a己

g
R
2
0ろ
は
寸
農
民
一
校
」
を
惹
起
す
る
根
本
要
因
を
な
す
も
の
で
あ
る

と
強
張
し
て
い
る
。

と
の
よ
う
に
し
て
「
賦
役
の
金
約
化
」
を
め
げ
る
論
議
は
コ
ス
ミ
ン
ス

キ
ー
に
よ
り
英
国
封
建
制
の
全
構
造
的
な
理
解
を
基
盤
と
す
る
極
め
て
ダ

イ
ナ
ミ
シ
ク
な
視
角
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
所

説
は
一
九
三
八
年
英
国
の
ポ
ス
タ
ン
に
よ
っ
て
略
々
そ
の
大
綱
が
再
び
確

認
さ
れ
た
。
(
註
一
六
)
賦
役
の
年
代
記
を
賦
役
か
ら
貨
幣
地
代
へ
そ
し

て
貨
幣
地
代
か
ら
賦
役
の
復
活
・
安
定
期
そ
し
て
更
に
金
納
化
へ
と
い

5

形
で
示
し
た
ポ
ス
タ
ン
は
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
指
示
し
た
『
封
建
的
反
動
』
・

-
『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

を
十
三
世
紀
に
お
け
る
凡
ゆ
る
マ
ナ
ー
に
み
ら
れ
る
普
遍
的
な
律
動
と
解

し
、
そ
れ
を
十
六
世
紀
の
オ
ス
ト
・
エ
ル
ベ
に
み
る
合
三
岳
民
同
-
R
E
C

の
形
成
と
関
連
さ
せ
て
い
る
点
は
注
目

κ価
い
す
之
。
(
註
一
七
)

(
註
一
四
)
耳
目
A

芝
ン
エ
キ
ー
の
所
訟
は
と
ル
ト
シ
に
よ
っ
て
五
し
〈

繕
承
宮
れ
七
い
る
点
に
我
々
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヒ
ル
ト
ン

に
よ
る
一
連
の
業
績
を
み
よ
G
H
N
・国

-E-gロ
U

吋
F
O

切
円
。
口
。
ョ
目
n

U
0
4刊日
c
o
g
S付
。
片
山
1
0
g
o
F色
円
四
国

g
g
E
g
何
回
仲
間
丹
南
田
山
口
忌
叩

】
仏
津
田
回
目
H
M

弘
同
印
吾
内
町
一
口
同
ロ
民
自
由
・
ハ
H
由
民
心
。

p
g・
ωonUH

ω可
R
Z
5
0同
何
回
目
目
当
足
当
日

n
E広
門
田
宮
押
y
o
冨
庄
内
出
向
〉
ぬ

S
・

9
8
0〉
白
骨
口
・
倫
前
者
に
つ
い
て
は
「
立
教
経
済
学
研
究
」
第
七
傘

第
一
号
に
お
け
る
捕
稿
参
照
。

ま
た
ヨ
ス
ミ
シ
ス
キ
ー
に
た
い
し
て
段
E
・宵

J

プ

y
v
(伺

-EHM・

8
ロ
〉
に
上
る
批
剣
が
先
に
提
出
吉
れ
て
お

p

(岳
昨

g
・、吋同岡田

開口
O
問。
B
山
口
出
2
8
H・
可
。
内
切
口
∞
-
P
B
P

〈。

--H・
『
岳
向
島
片
山
C
ロ・

凶器一
U
J
H
Y
A
W
N
D
し
、
遅
年
ポ
ス
タ
ン
に
よ
っ
て
斗
伊
冊
沼
田
口
。
司

S

F
m
出口出向凶同

-Emo-v・ハ開
noロ
O
B山
口
出
町
田
ざ
弓
河
内
山
丘
町
司
・
凶
白
血

ω申立
2
・J

可。
4

・阿国

-
Z
0・H

同盟問。〉

E
慰
さ
れ
た
拡
列
的
論
文
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
倫
コ
ス
ミ
ン
兄
キ
l
の
論
文
は
モ
ス
ク
ワ
に
お
い

。
て
露
文
で
発
表
さ
れ
た
著
書
『
十
三
世
籾
に
お
け
る
英
国
農
業
去
に

関
ナ
る
諸
研
究
』
の
要
約
で
あ
る
が
、
そ
の
原
典
が
目
下
ヒ
ル
ト
ン

の
手
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
ワ
つ
あ
る
と
と
を
附
記
し
て
お
く
。

(
註
一
宏
)
出

-Yの
E

M

1

u

何
回
ぬ
出
師
げ
同
即
時
五

ω百円
m
H
H
M
ω

ハH
U
】印)・

匂

-z・2
3
z
f
4
3
0唱
え

Z
8
2
E
ω
可

5
2
5
s
g
o

三
八
九



『
ペ
ァ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

2
0円岳町
H昂
ロ
白
HHOEd司
ハ
回
出
HQ)
・

2
・

zazcロ
U

開口ぬ目白色
H

冨
mHHO円山田戸句。円吉出・

k
F
S即時間
B
H
H
出向田件。ュ
S
H
阿
君
、
日
命
者
〈
三
・

MMMHJ1・(日戸恒凶由一
)
m
R
-

ハ
註
一
六
)
M
V
S
S
2
9
H
o
g
-
o唱
。
同
戸
但

E
R
ω
帽
『

inom-

ハ
註
一
七
)
目
立
a・ち可

-guσ
即
日
争
当
・
伶
ポ
ス
タ
ン
の
抽
出
歩
牲
は
こ
の

点
に
極
限
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
封
建
農
業
に
h

引
け
る
諾
襲
背
中

を
土
地
と
農
業
人
口
と
の
量
的
均
衡
か

b
殆
ど
一
義
的
に
設
現
し
よ

う
も
ι
企
図
し
℃
い
る
。
と
の
種
。
見
解
は
官
っ
て
O

ペ
イ
ヂ
に
目
抽
出

V
3
 

さ
れ
る
J

既
設
に
蓮
な
る
俗
涜
史
学
の
伝
統
的
見
地
に
他
な

b
な
い
。

ζ

@
ポ
ス
タ
ジ
一
の
哀
れ
む
べ
き
え
観
は
十
豆
世
犯
に
関
ナ
る
ロ
ヂ
ャ

ー
ス

E
Jア
ジ
ト

v
a
見
細
川
の
綜
合
を
は
か
っ
た
論
稿
H
4

山崎

g
o由民回

。叩ロ
Z
H
M
7
H
N
2凶即日。回目ー山口開
noロ
0
5山
口
出
向
田
件
。
円
可

(HW口Oロ
O
B山口

出向田仲
O
門司同州白

amJ司
・
〈
o-
・ロ門
1
2
0
・N
・
]
申
告
)
ぞ
前
柏
崎

0

2

ス
ミ

ン
ス
キ
ー
批
州
刊
に
も
窺
知
る
と
こ
ろ
で
る
る
が
、
就
中
一
九
五

O
年

に
発
表
さ
れ
た
論
文
∞
OHHM日
開
noロ
申
告
日
口
開
4
山内
MOロ
n
g
o同句。口】町民・

町
田
ぬ
旬
。
u
z
g段
。
ロ
宮
答
申

Z
R
H・
呂
町
山
仏
日
目
〉
ぬ

g
-
(関
口
・
出
-HN・

〈。同・】
F
Z
c
・
白
〉
に
明
瞭
で
あ
る
。
同
論
文
の
紹
介
と
し
て
、
藤
田

重
行
『
ポ
ス
タ
ン
「
申
世
後
期
に
h

引
け
る
人
口
減
少
に
関
ナ
る
る
る

経
済
上
の
証
拠
」
に
つ
い
て
』
(
「
経
済
と
経
済
学
」
崎
市
一
号
〉
が
あ

る。

十
一
二
世
紀
に
お
け
る
マ
ナ
ー
の
発
展
過
程
の
う
ち
に
『
封
建
的
皮
動
』

と
い
う
持
徴
的
事
実
を
指
示
す
る
点
に
お
い
て
意
見
の
一
致
を
み
た
コ
ス

ミ
ン
ス
キ
ー
と
ポ
ぷ
タ
ン
は
、
そ
の
理
論
的
基
礎
と
論
証
の
方
法
と
に
お

三
九

O

い
て
決
定
的
に
挟
を
分
か
つ
関
係
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、
一
九
三
一
五
年
以

降
こ
の
二
つ
の
業
績
を
え
た
英
国
中
世
史
学
界
は
特
に
今
次
大
戦
後
恐
ら

く
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
も
っ
結
果
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は

コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
を
出
発
点
と
し
マ
ル
ク
ス
主
義
の
方
法
化
立
っ
て
そ
れ

を
再
編
成
し
て
い
と
う
と
す
る
進
歩
的
歴
史
家
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
マ
ナ

1
体
制
を
基
軸
と
す
る
封
建
制
を
生
産
犠
式
と
し
て
把
え
、

マ
ナ
ー
の
発
展
過
程
を
そ
の
階
級
的
基
礎
構
造
化
内
有
す
る
矛
盾
の
一
発
展

と
し
て
説
明
し
ょ

5
と
い
う
問
題
意
識
に
立
ち
同
時
に
豊
富
な
実
証
牲
を

も
兼
ね
そ
な
え
た
ヒ
ル
ト
ン
に
代
表
さ
れ
る
極
め
て
少
数
の
し
か
し
最
も

注
目
す
ぺ
会
歴
史
家
が
帰
属
す
る
。
第
二
に
は
『
古
典
理
論
』
の
克
服
に

は
強
い
熱
意
を
示
し
な
が
ら
も
、
究
極
に
お
い
て
は
マ
ナ
1
崩
壊
過
程
を

自
然
経
済
の
貨
幣
経
済
に
よ
る
代
位
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
い
う
学
界
に

内
在
す
る
伝
統
的
な
歴
史
観
に
何
ら
か
の
形
で
断
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い

る
一
連
の
人
々
が
ら
り
、
リ
プ
ソ
ン
、
ポ
ス
タ
ン
に
そ
の
典
型
が
求
め
ら

れ
る
。
第
三
は
主
と
し
て
地
方
史
研
究
に
傾
倒
す
る
最
も
多
数
な
人
々
の

集
団
で
あ
り
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
と
は
屡
々
弁
別
し
が
た
い
実
証
史
家
が

こ
れ
に
属
す
る
。
例
え
ば

H
・
P
・
R
-
フ
ィ
ン
パ

i
グ
(
同
・
可

-m・

5
n
g門
的
)
や

w
-
G・
ホ
ス
キ
ン
ス
ハ
4
『
・
。
・
出
g
Eロ
あ
ら
が
こ
れ

を
代
表
す
る
。
彼
ら
は
何
ら
か
の
一
般
的
法
則
性
を
導
こ
う
と
す
る
意
欲

は
殆
ん
ど
全
く
も
ヲ
て
お
ら
ず
『
古
典
理
論
』
解
体
の
影
響
を
消
極
的
な

形
で
且
つ
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
三
者
県
立
は
特
に
戦
後
に
お

け
る
英
国
経
済
史
学
界
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

以
上
十
九
世
紀
後
半
以
来
今
日
に
到
る
ま
で
の
十
三
了
四
位
紀
の
社
会



変
革
に
隠
す
パ
研
九
史
を
、
「
金
約
化
」
論
争
に
中
心
を
お
い
て
展
望
し

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
と
に
み
る
向
題
の
発
展
ぷ
マ
ル
ク
ス
、
主
義
と
い

う
新
ら
し
い
問
極
意
識
の
導
入
と
精
般
広
実
証
的
繰
作
に
基
づ
く
例
則
的

地
万
史
研
究
と
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
と
い
う
事
実
K
は
特
に
宝
大
な
関

心
が
払
わ
れ
る
ぺ
き
で
ゆ
め
る
。
戦
後
一
丹
ぴ
相
次
い
で
幾
つ
か
の
個
別
研
究

が
円
公
表
さ
れ
た
が
、
モ
!
ガ
ン
の
業
績
も
ま
た
如
上
の
研
究
史
的
誌
礎
に

立
脚
し
た
そ
の
一
っ
た
の
で
あ
る
。

-

F

 

G
-
N
・
ク
ラ
l
ク
(
の

-z・
2
但
晃
一
)
と

F
-
M
・
ポ
ウ
ィ
ッ
ク
(

M

Y

V
向・可
0
4
1
n
wろ
の
共
同
編
纂
に
な
る

ou号
注
目
ω
仲良町内、回目

ω
a
g

の
一
冊
と
し
て
一
九
四
六
年
公
け
に
さ
れ
た

4
Z
開
口
何
回
目
即
日
ニ
ド
ロ
合
。
片

手
自
〉
手
唱
え
四
角
川
口
(
註
一
〉
'
の
著
者
M
・
r
t
l
ガ
ン
も
ま
た
数
多
い

闇
秀
史
家
の
な
か
の
一
人
で
お
る
。
役
女
が
こ
の
研
究
に
お
い
て
企
図
し

た
目
的
は
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
み
る
フ
ラ
ン
ス
系
の

A
P
Z
m
口
同
足
。
弓
V

た
る
ベ
ッ
ク
修
道
院
管
下
に
組
織
さ
れ
た
マ
ナ
i
弾
、
特
に
バ
グ
パ

i
ン

の
ペ
イ
リ
フ
管
区

(
E己
主
n
w
o略
。
ぬ
d
c
ロ
ヨ
乙
に
見
出
さ
れ
る
そ
れ
に

つ
い
て
十
一
ニ
・
四
世
組
に
お
け
る
行
政
的
経
済
的
管
理
機
構
の
容
相
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ペ
ッ
ク
の
修
道
院
は
ノ

l
マ
ン
・
コ
ン
ケ
ス
ト
以
来
主
と
し
て
寄
進
に

よ
っ
て
急
速
に
そ
の
所
属
地
を
会
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
亘
っ
て
分
設
的
に
獲

得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
十
三
世
紀
中
葉
に
は
そ
の
中
心
に
小
僧
院

〈

noHC
ま
た
は
穀
物
倉

(mH15官
〉
を
も
っ
七
つ
の
マ
ナ
1
群
を
管
理

『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

ず
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
場
合
一
昨
筑
形
成
過
程
が
統
一
的
な

政
策
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
と
と
な
ぐ
適
宜
応
変
の
処
震
が
左
ら
れ
た
結

呆
と
う
し
た
分
以
的
な
所
領
形
態
が
寄
ら
さ
れ
、
個
々
の
グ
ル
ー
プ
は
そ

れ
ぞ
れ
異
っ
た
性
格
と
目
的
を
も
っ
明
日
調
方
式
に
委
ね
ら
れ
る
と
と
忙
な

る
。
オ
グ
パ
!
ン
の
ぺ
イ
リ
フ
管
区
も
ま
た
そ
の
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
構

成
す
る
。

ハ
誌
一
)

ζ

の
研
究
の
史
料
篇
と
し
て
包
・

{UEσ
ロ
胆
戸
円
。
a・)woos-

5
2
g
c内

5
0
切口旧民曲目
H

戸
田
同
注
目
。
同
門
F
O
K戸

σぴ
O
出
、

aMwon-

(
わ
問

H
E
8
α
o
n
r
u
q
沼
田
]
)
が
あ
る

Q

な
お
こ
の
編
者
ナ
プ
ノ
ー

ル
夫
人
と
毛

I
J
A
ン
嬢
は
同
一
人
物
で
あ
る
。

以
下
壱
!
ガ
ン
の
所
説
の

5
ち
の
社
会
経
済
史
に
関
す
る
絞
述
部
分
の

大
要
を
忠
実
に
辿
っ
て
ゆ
こ
う
。

モ
l
ガ
ン
は
ま
ず
十
三
世
紹
の
マ
ナ
l
経
済
に
関
す
る
基
本
的
視
角
を

設
定
し
、
そ
の
点
か
ら
こ
の
オ
グ
パ

l
ン
管
区
に
お
け
る
各
マ
ナ

i
の
経

済
状
態
の
素
描
を
行
な
う
。

マ
ナ

1
色
村
溶
共
同
体
ば
中
世
農
業
を
構
成
す
る
ニ
つ
の
社
会
組
織
の

類
型
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
共
同
体
は
本
来
共
同
体
農
業
の
必
要
性
に
よ

っ
て
結
合
さ
れ
る
も
の
で
、
生
産
の
自
然
的
諸
条
件
〔
農
耕
地
・
丘
陵
地

・
森
林
・
低
地
等
〕
と
そ
れ
に
対
す
る
生
産
者
の
社
会
的
行
為
と
に
よ
っ

て
資
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
う
し
て
共
同
体
の
耕
作
慣
行
は
漸
次

発
達
し
持
分
地

a標
準
的
規
模
と
共
同
権
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
共
同
体

を
基
礎
と
し
て
封
建
貴
族
に
よ
る
住
産
者
支
配
の
手
段
た
る
マ
ナ

i
体
制

三
九
一



『
ベ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

Jm僚
主
の
意
士
山
M
L
基
づ
き
小
刻
み
に
或
い
は
一
括
し
て
大
規
模
に
形
成
さ

れ
る
。
従
っ
て
領
主
的
怒
意
と
地
方
的
農
業
条
件
と
が
直
営
地
耕
作
を
中

心
と
し
た
マ
ナ
l
経
済
の
形
式
を
決
定
す
る
と
す
れ
ば
、
特
定
の
直
営
地

が
所
領
経
済
の
内
部
で
与
え
ら
れ
目
的
知
何
と
市
場
条
件
ハ
都
市
市
場

と
地
方
市
場
〕
の
動
向
と
は
村
落
共
同
体
の
地
方
的
特
殊
性
と
対
応
し
つ

つ
マ
ナ
l
経
済
の
内
容
を
大
き
く
左
右
ず
る
結
果
と
な
る
。
或
る
場
合
に

は
一
つ
の
置
営
地
は
領
主
の
樫
接
経
営
の
も
と
に
穀
物
そ
の
他
の
生
産
物

を
領
主
的
消
費
乃
至
有
利
な
市
場
の
た
め
に
生
産
し
、
ま
た
何
十
げ
か
の
管

，t
ス
・
ホ

B
ル
V

理
上
の
困
難
の
発
生
を
み
る
場
合
に
は
定
都
小
作
と
し
て
地
代
供
給
の
源

泉
を
形
作
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ポ
ス
タ
ン
の
説
く
よ
う
に
ハ
註
一
一
v

十
三
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
は

A
の
E白
色

F
R
B各
国
民
V

と
A
のロ
g-

r
m
H門
部
門
甘
え
骨

V

の
聞
を
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

ハ
詮
ご
)

M

V

。mg口
一
の
宵
c
m
n
H
O
需
品

E
Z
g司

F
3
w
g・

〔一
U

宜
営
地
ハ
念

B
gロ中】
S
8
と
そ
の
農
業
組
織

特
定
の
州
官
E
S
)
に
四
ケ
所
以
上
は
な
い
と
い
っ
た
極
端
な
分
散

状
態
を
み
せ
る
と
の
ベ
イ
リ
フ
管
区
所
属
の
二
十
四
ケ
の
直
営
地
を
も
っ

マ
ナ

i
は
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
比
較
的
統
一
的
な
方
針
で
運
営
さ
れ
て
い

た
。
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
に
為
つ
て
は
既
陀
早
く
か
ら

A
司
巾

HHEAW吋
V

と
し
て
所
領
経
営
を
行
な
っ
て
い
た
ベ
ッ
ク
修
道
読
も
、
こ
の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
は
特
に

l
lオ
グ
パ
l
ン
の
ぞ
れ
の
費

7
ー
そ
の
兵
体

的
な
社
会
的
条
件
に
よ
り
官
蛍
地
に
お
け
る
商
品
住
産
を
ア
ポ
ッ
ト
の
主

た
る
関
心
事
た
ら
し
め
て
い
た
。
十
三
一
世
紐
の
史
料
は
か
か
る
事
態
を
可

''完

成
り
明
僚
に
物
語
っ
て
い
る
。
と
の
時
期
で
は
直
営
地
の
貸
出
は
例
外
的

三
九
二

マナー収入一覧表(1お8ーの〈設三〉

Manor l~トトド~阿Re蜘附附Mf0邑回叫叫叫rn叫叫叫inEt《時1(6山sie c renr l ts))1 | | ;;;:;;d tali;;; I ~rid fï~e::~~~.1 Sale of corn 

a s. d. a s. d. a s. d. a s. d. 
Cottisford ~ ]5 。 ] ]2 。191863 1jz 11 8 
Atherstone 8 。s 7 5 8 1 . 2 3 13 1 

Weedon 18 7 1 55 U 7 ]0 15 7 16 9111ん
Swyncombe 21 8 71/. 1、晶 。 5 16 11 1 10 91/， 
BVVhandtloaw ge 17 5 9 17 3 s 5 生 595104J/4 4 

H 2 8 ]0 16 。 2 2 30 11 43 

Ruis1ip 22 16 。21 2 8 生 1 21/2 31 7 11 
Wretham 7 7 基 3 8 3 9 6 ]114 ]9 5 8 

LBeIasksienEg1hhaam m 5 521ii= 生 11 2 9 12 1 8126111/2 2 
5 5 25 1 1生 3 1 6 21 6 9 

Combe 9 18 1 3 ]3 10 10 15 9 21 12 6 
Hungerford 5 15 3 6 8 1 1111/2 10 18 6 

Quarley 生 15 2 。9 12 8 61。ん 2基 o lOlf. 
Monxton 3 18 2 2 8 7 8 9 1 16 5 8 

Povington 生 17 5 2 4 生 2 1 . 10 ]0 。。
]53 7 103/， 125 6 7 89 ，19 川知 13 2s/， I 

第一表



に
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

A
S
E
R
-印
R
2
5仲

間

V
に
示
さ
れ
る
と

と
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
二
八
八
年
の
ミ
ク
ル
マ
ス
ハ
九
月
二
十
九
日
U

か
ら

翌
年
の
ミ
ク
ル
マ
ス
に
至
る
一
ヶ
年
間
に
み
る
管
下
一
玄
の
マ
ナ
ー
に
お

け
る
収
入
は
、
地
代
主
裁
判
所
関
係
の
収
入
が
可
成
り
の
量
を
み
ぜ
て
は

い
る
も
の
の
更
に
大
き
な
部
分
が
穀
物
と
羊
毛
の
販
売
に
よ
っ
て
鷲
ら
さ

れ
た
事
実
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
地
代
収
入
と
し
て
約
一
五
三
務
と

d

あ
り
、
法
廷
収
入
と

AS--世宮
V

の
合
計
が
一
一
一
五
時
間
で
あ
る
に
比
較
し

て
、
羊
毛
の
飯
亮
益
金
が
九

O
務
、
穀
物
に
よ
る
収
益
金
は
二
七
五
時
間
の

多
額
に
よ
っ
て
い
る
(
第
一
表
)
。

直
営
地
の
規
模
と
そ
の
構
成
K
関
す
る
知
識
は
一
二
九
四
年
の
夏
に
作

ら
れ
た
合
幹
2
5
V
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
の
史
料
に
は
先
の

史
料
に
欠
け
て
い
た
オ
グ
パ

l
ン
の
霊
要
な
一
ニ
つ
の
マ
ナ

l
。
ぬ
げ
。
日
目
印

ω
?
の叩
O
H
m
♂
。
も
o
c
g白
詑
・
k
p
H
M
今
曲
者
そ
れ
に
切
立
与
O
守
口

2
R告

を
含
め
た
ワ
イ
ル
ト
シ
ャ

l
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ

1
、
パ
ー
ク
シ
ャ

1
、
ハ
ム
プ
シ
ャ

l
、
ミ
ド
ル
セ
ク
ス
、
パ
ッ
キ
・
ン
ガ
ム
、
そ
し
て
ウ
ォ

リ
ッ
ク
の
各
州
に
わ
た
る
十
四
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
最
盛
期
の
直
営
地
の

地
目
と
商
積
之
が
明
ら
か
ほ
さ
れ
て
い
る
ハ
第
二
表
υ。

一
般
に
教
会
領
マ
ナ
ー
は
牧
畜
経
営
を
主
体
に
集
権
的
に
組
織
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
ぺ
ッ
ク
修
道
院
の
所
領
で
は
む
し
ろ
農
耕
経
営
が
中
核
を

な
し
、
牧
畜
は
逆
に
副
次
的
な
意
味
を
も
っ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
は
第

一
表
に
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
ゆ
め
る
が
、
羊
以
外
の
酪
農
用
の
家
畜
は
ポ

ス
タ
ン
が
A
出

-nrz一
口
吉
国

E
E円
V

の
時
代
と
呼
ん
だ
十
一
二
世
紀
で
さ
え

も
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
十
四
世
紀
に
入
る
や
こ
の
種

司
ベ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

積〈註四〉

Total Acres 1 Acres of 
恥1:anor arable 

sown meadow 
Pasture 

acres 

Qgbourne St. 

oGAgneobdrorgeue w rne st. 
871 558 8 For 1，000sheeps， 108 cattle 
352 ... 8 For 700 Sheep， 16 avers 

Brixton鍋 D町ぽill 717 ... 6 Value， J.:， 2. 1 s .0， d. 

Chisenbury 253 8 For 3ωsheεp and 20 oxen ... 
Cottisford 128 126 5 4...... 

SWwaynntcaogmebme Id 
300 ... 5 1αOacres 

CharIton 269 1蝕 :32 Worth 6s. 

Hungerford 80 1152 生 Worth 3 s. ~ d. 

Combe 160 120 For I，OGO sheep :ahn1d 0 p8a.s4tdu. -

Quarley 400 223 |問。;ZEE-IM
Monxtpn 327 149 2 iFor 400 sheep 

Ruislip 907 675 45p14ar干kressepgrate，80acresin 

Blc.dlow 3171んlr. 2252r. 3'N2 ¥19 acreL 

Atherstone ... 280 ー・・ ...... 

面地営庭第二表

三
九
三



『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

の
経
営
は
急
速
に
消
滅
し
A
仏国'日々

B
S
V
と
い
わ
れ
る
酪
農
生
産
者
の

手
に
定
額
の
一
賃
貸
料
で
委
ね
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
広
営
地
経
済
の
中

心
は
あ
く
ま
で
も
穀
物
で
あ
り
次
い
で
羊
毛
で
あ
ワ
た
。

(
註
三
〉
玄
O
円
向
山
口
、
忌
日
仏
・

MMMM・
怠
l
怠・

(
註
四
)
号

E-HU・
ぉ
・
的
と
の
数
字
は
必
ず
し
ふ
一
貫
し
た
占
刀
法

で
記
る
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
コ
-
ア
イ
ス
ア
ァ
l
ド
・
マ

ナ
ー
で
の
産
管
地
総
面
積
は
患
に
揺
種
面
積
の
み
が
記
録
さ
れ
た
も

の
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
恐
ら
く
は
三
園
制
度
の
原
則
か
ら
そ
の
数

字
の
約
二
分
の
一
の
面
積
の
土
地
が
体
関
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
G

倫
ク
ヲ
1
9
1
、
モ
ン
タ
ス
ト
ン
荷
マ
ナ
ー
で
は
問
m
bか
に
一
一
同
制

度
が
支
配
的
で
あ
っ
た
点
に
注
意
。
間
ハ
ン
ガ
ー
y
ァ
1
ド
の
数
字

に
つ
い
七
モ

1

7
シ
肝
料
金
〈
説
明
で
き
ぬ
と
い
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
換
金
作
物
の
主
体
は
常
時
栽
培
の
可
能
な
小
麦
で
あ
っ
た
。

し
か
し
レ
タ
ム
(
司
H
Z
Z
B
)
の
如
き
土
壌
の
痩
せ
た
マ
ナ
ー
で
は
ラ

イ
交
が
冬
穀
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
大
麦
も
市
場
向
に
生
産
さ

れ
る
量
は
可
成
り
多
額
で
あ
る
。
燕
麦
・
雑
穀
・
豆
類
は
主
と
し
て
常
備

の
農
業
奉
公
人
用
に
生
産
さ
れ
、
ま
た
飼
料
に
も
利
用
さ
れ
る
も
の
で
ふ
め

る
が
剰
余
は
同
じ
く
販
売
さ
れ
て
い
た
。
と
う
し
た
販
売
に
よ
る
貨
幣
収

入
が
ベ
ッ
ク
の
ア
ポ
ッ
ト
の
も
つ
最
大
の
収
入
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
(
第
三
表
)
。

一
方
羊
毛
に
よ
る
収
益
も
穀
物
販
売
の
約
三
分
の
一
に
当
る
金
額
に
達

し
て
い
る
。
こ
の
羊
毛
の
販
売
は
高
度
に
組
織
さ
れ
た
羊
毛
貿
易
の
機
構

を
通
じ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
広
大
な
牧
羊
地
を
も
っ
領
主
が
そ
の
羊

三
九
四

毛
の
令
部
を
一
人
の
商
人
化
売
却
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
る
場
合
も
占
め
る

ロ
jam-w

が
ま
た
多
数
の
在
地
の
商
人
と
の
聞
に
小
規
模
な
取
引
が
数
多
く
行
な
わ

れ
た
事
実
も
ま
た
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
ア
イ
リ
ン
・

パ
ワ

l
(
思
Z
S
吋
C
耳
目
ろ
も
示
す
如
〈
で
あ
る
〈
誌
六
)
。
ペ
ッ
ク
の

マ
ナ
ー
の
史
料
に
は
各
々
の
マ
ナ
ー
よ
り
す
る
羊
毛
販
売
額
が
記
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
屡
ム
ベ
Aσ
回
目
号
、
ω
田
口
口
O
口口
g
v
の
数
字
と
八
四
阿
窓
口
g
v

に
お
け
る
そ
れ
と
の
間
に
関
ら
き
の
あ
る
事
実
(
云

S
H
gロ
)
か
ら
、
そ

し
て
ま
た
羊
毛
生
産
に
要
し
た
経
費
が
時
に
は
領
主
や
そ
の
役
人
と
と
も

に
商
人
の
巡
察
の
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
と
と
も
担
起
す
る
な
ら
ば
、
一

群
の
マ
ナ
ー
の
羊
毛
が
一
括
し
て
商
人
に
売
波
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
同
時
に
羊
毛
が
マ
ナ

1
相
互
間
で
移
動
し
て
い
い
る
と
い
う
現
象

も
稀
に
は
見
出
す
と
と
が
で
き
る
。
特
に
コ

I
ム
ハ
A
U
0
8げ
ろ
か
ら
当
時

小
規
模
な
織
布
工
業
の
生
成
を
み
て
い
た
ウ
ィ
ク
I
ム
ハ
巧
言
O
B
Z
)

へ
の
羊
毛
の
移
動
は
興
味
深
い
。

羊
毛
一
に
関
す
る
市
場
条
件
に
も
ま
し
て
穀
物
の
販
売
と
そ
の
市
場
関
係

に
つ
い
て
は
比
較
的
詳
細
な
知
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
『
穀
物
は
そ

の
地
域
内
で
の
消
費
の
た
め
に
、
或
い
は
河
川
を
下
っ
て
ヨ
リ
大
な
る
中

カ
ウ
ン
ト
ヲ
・
タ
ウ
V

心
地
に
い
た
る
通
商
の
た
め
に
大
抵
は
小
さ
な
地
方
都
市
で
販
売
さ
れ

た
』
(
匂
・

8
u
o
A
n
B
E
E
P
-
v
k
記
載
さ
れ
た
農
民
の
運
搬
賦
役
の
記
録

は
各
マ
ナ
ー
が
そ
の
為
に
生
産
す
る
市
場
の
幾
っ
か
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
ブ
レ
イ
ク
ナ
ム
(
回
Z
w
g
M岡
山
自
)
は
イ
プ
ス
ウ
イ
ッ
チ
ハ
却
ω
司
山
口
町
)

に
、
レ
シ
ン
ガ
ム
(
戸
巾
出
田
口
ぬ
MMMHg〉
は
ノ
l
リ
ッ
ヂ
ハ
Z
O円項目
n
S
及
び

ヤ

1
マ
ス
ハ
ペ
担
H
-
B
C
己
仲
町
)
に
、
デ
グ
7
リ
ル
ハ
り
め
ぐ
O
H
山
口
〉
は
シ
ャ
フ



1描8-9(詮五〉

Manor YieJd Aquired Sold 
. 
wh白 t Cottisford 31q. 3b. -ー.・・. ...... 

Atherstone 109q. ~b "・・.. 23q. 
Weedon 

14851607qqq ..• 
2b. lq.4b.(b) 55q. 

lWSwaynntcaogme be 6b. -・・・.. 16q. 
基b. ....圃島.島 344q. 5b. 

Bledlow 252q. lb. -・・・.. 191q. 7b. 

WR1r1iestlhip am 
961q. 5b. ....... 20昌q.

4q. 7b. ー・---- ー........ 

LeS3ingham 12q. 6b. ..・・.. 8q. 
Blakenham 7lq. 1b. 部q.2b.(r) 95向q. 2b. 
Combe 99q. 7b. ..._--. 6f1:q. 2b. 

HQuuan-rgleery ford 81q. 2b ...・..
56壬7qq.2b. 

89q. 71/2b. "'...... . 2b. 
Monxton 58q. 2b ........ 43q. 5b. 

bPfoivlbinugrtnoe IE 82q. 3!:J. ...... 48q. 

780qq •. 
lb. 1q. (b) 2q. 4b. 

Rye Cottiford '"ー・. ....... 
Atherstone 

12自0qq•. 
2b. 6q. 

3b.(Cbr〉〉
ー.....

We号don 2b. 5967q q.1b. 
Wetham l08q. 2b. 基9q.!1:b.(r) .岳b.
Blak号nham li8q. ...... 15q. 6b. 

Barley APothvelnrgsttoonn e 
3b '"・・・ ....... 

9q. 生b ........ ...... 

SvBvWlae戸ndtl1ocaowgme be 
71q. 9b -・・・・， 15q. !1:b. 

2141636qqG •• 
2b. 12q.6b.(r) 153q. 2b. 
7b ........ 9q.生，b.

Ruislip !1:b. -・..... 267q q.生b.
Wretham 1韮9qd.• 3b -・・・・. . !1:b. 

LBelaskseinhghhaam zn ，5b. -・・・4ト・ 52q. lb. 
lb. -・・・・. 36q. 

Combe lb. .・・・・. 86q. 4b. 

HQuuanrgkery ford 
...... 15q. 6b. 
...... 63q. 

Monxton .21j4zbb •• 
....... 51q. 6b. 

PhfoiVlbIIuIgrtnoe n 
-・・・.. 27q. !1:b. 
-・・・・・ 8q. lb. 

Oat冒 Cottiford ...... ...-.. 

Atherstone 6b. ........ 
8189qq. .4b. Weedon 7b -・・・・，

Swyncombe 生，b. 7Oq.5b.(b) ...... 
BWlaednltoaw ge 量.b. -..-・・ ...... 

6b. 25q. !1:b.(b) ...... 
RW1r1iestlhip am 5b. ....... ー・・・..

!1:q. (b) -・・--. 

Lesskiennghhaam m 
6778韮1qqq••. 

2b. -・...... 5q. ，!1:b. 
Ble 7b ........ ...... 
Combe 7b. 旬.4b.(b) 5q. !1:b. 

HQutzanrgl邑eryford 3947Lqq .. 6b. ....... 5q. 
5b. ー....... ...... 

Monxton 55q. 量b. 13q.5b.(b) -・・.--
Fovington 56q. 2b ....... 21q. 2b. 
Milboull3 15q. 7b. ....... lq. 4b. 

産席一物穀第三表

司
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

一一一九五

(b)=bought; 仁r)=remainingfrom the previou8 year: 



『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

ツ
ベ
リ

(ω
宮崎作品田
σ
5
u
Q
K
、
そ
し
て
ト
ゥ
テ
ィ
ン
グ
(
吋

g同
冨
巴

と
リ
ス
リ
ー
プ
(
阿
佐

HEeu
と
は
ロ
ン
ド
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
剰
余
昼

産
物
を
送
付
し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
市
場
が
例
え
明
記
さ
れ
て
い
た

と
し
て
も
そ
の
マ
ナ
l
の
全
剰
余
が
そ
こ
で
販
売
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と

は
危
険
で
あ
る
。
価
格
さ
え
良
け
れ
ば
最
も
近
い
地
方
市
場
で
販
売
す
る

こ
と
は
ベ
イ
リ
フ
に
と
っ
て
は
明
ら
か
に
有
利
で
あ
り
、
事
実
許
さ
れ
た

範
囲
で
ベ
イ
リ
フ
は
こ
れ
を
実
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
次

第
に
強
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
直
営
地
の
剰
余
農
産
物
の
支
配
的
部
分

は
東
海
岸
の
港
湾
都
市
に
集
中
さ
れ
海
路
ロ
ン
ド
ン
や
大
陸
に
さ
え
も
販

売
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ハ
註
五
)
五

O
l
豆
ご
一
良
所
収
の
表
よ
り
抄
成
。

(
註
六
)
回
・

3
4『

2
u
君
。
O
H

司
包
由
吉
開
口
ぬ
間
各
冨

-agd『包

呂田
J
O
弓

G
R
C
宮
y

お
l
m
g
・

ロ一
U

農
民
諸
負
担

一
、
現
物
地
代
(
円

O
E
Z
E昆
〉

こ
の
種
の
地
代
は
殆
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
復
活
祭
の
卵
、
マ
ー
チ
ン

マ
ス
の
家
禽
類
が
ず

7
1
ギ
タ
ー
た
る
農
民
に
も
零
細
な
農
民
に
も
平
等

に
課
ぜ
ら
れ
て
い
た
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
時
に
は
養
豚
権
(
匂
田
口
口
同
ぬ
由
〉

に
関
す
る
上
納
金
の
代
り
に
豚
が
一
時
的
に
納
め
ら
れ
た
事
実
は
あ
る
。

仮
り
に
サ
ク
ソ
ン
期
に
こ
の
地
代
が
上
柿
相
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
ベ
ッ

ク
の
所
領
で
は
不
在
地
主
た
る
ア
ポ
ッ
ト
の
関
心
事
は
貨
幣
に
よ
る
地
代

に
変
っ
た
。

ニ
‘
貨
幣
地
代
ハ
E
Cロ
ミ
円
。
三
〉

カ4

ノ、

十
三
世
紀
の
八

ngggMw-v
や
八

g
Z
3
2
-
H
V
K現
わ
れ
る
貨
幣
地

代
八
厚
生
-
広
口
曲
目
白
曲
目
白

E
Vは
屡
々
複
雑
な
発
展
の
結
果
で
あ
る
が
、
ベ
ッ

ク
所
領
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
リ
ス
リ
ー
プ
等
の
イ
ー
ス

ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
(
何
回
色
〉
反
州
口
同
〉
の
マ
ナ
ー
で
は
通
例
的
な
賦
役
が

課
さ
れ
て
お
り
、

A

B

E

O
同回目前日
N
O
V

の
名
の
も
と
に
年
間
二
乃
至
囚

回
支
払
わ
れ
て
い
る
。

三
、
各
種
の
賦
役

こ
の
時
代
に
あ
っ
て
最
も
重
要
な
そ
し
て
最
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を

絡
ま
せ
て
い
る
農
民
負
担
は
い

5
ま
で
も
な
く
各
種
の
賦
役
で
ふ
め
る
。
総

じ
て
賦
役
は
『
恵
み
深
き
賦
役
』

9
0
0ロ
当
。
長
〉
と
名
付
け
ら
れ
た
農

繁
期
に
実
施
さ
れ
る
賦
役
と
専
ら
農
奴
身
分
に
課
せ
ら
れ
る
『
週
賦
役
』

〈司

g
W
4
2畏
〉
お
よ
び
運
搬
賦
役
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
t
0
8
4『
2
・5
は
農
繁
期
に
際
し
常
傭
の
労
働
力
と
生
産
手
段
補
充
の

目
的
で
凡
ゆ
る
農
民
層
か
ら
徴
収
さ
れ
て
お
り
、
マ
ナ
l
体
制
の
存
在
と

不
可
分
の
関
係
に
立
つ
最
も
恒
常
的
な
も
の
で
あ
る
。
入
者

g
W
4
3
H
W
V

は
最
も
本
来
的
な
賦
役
に
他
な
ら
な
い
。
直
営
地
の
規
模
の
変
化
に
応
じ

て
そ
の
量
が
変
化
す
る
性
質
の
も
の
た
る
と
と
は
既
に
屡
々
語
ら
れ
て
い

る
。
運
搬
賦
役
は
前
二
者
の
如
く
生
産
労
働
で
は
な
く
、
旧
い
起
源
を
有

す
る
が
主
、
と
し
て
庄
産
物
の
移
転
に
関
係
す
る
こ
と
は
前
に
み
た
と
お
り

で
あ
る

Q

ペ
ッ
ク
の
所
領
に
は
マ
ナ
l
体
制
の
形
態
に
つ
い
て
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン

グ
リ
ア
の
マ
ナ
!
と
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
!
の
そ
れ
と
の
聞
に
対
照
的
な
型
が

在
在
す
る
。
前
者
は
D
・
C
-
ダ
グ
ラ
ス
(
ワ
ミ
広
め
・
ロ
o
g
h
z
と
の



古
典
的
研
究
(
註
七
)
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
早
〈
か
ら
成
立
し
た
自
由
な

土
地
市
場
の
在
在
と
村
務
慣
行
の
特
殊
性
に
よ
り
極
め
て
特
徴
的
な
歪
曲

の
与
え
ら
れ
た
保
有
地
組
織
を
も
ち
、
同
時
に
教
会
領
に
お
け
る
強
度
た

賦
役
週
三
日
乃
至
六
日

1
ー
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
と
の
地

方
に
存
在
す
る
ベ
ッ
ク
の
マ
ナ
ー
に
み
る
賦
役
は
そ
の
一
般
的
似
向
と
は

逆
の
様
相
を
呈
し
、
週
賦
役
の
欠
除
せ
る
レ
タ
ム
の
マ
ナ
ー
を
始
め
ブ

ν

イ
ク
ナ
ム
の
週
一
目
、
レ
シ
ン
ガ
ム
の
週
半
日
と
い
う
事
実
が
日
抽
出
さ
れ

る
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
週
斌
役
が
旧
い
起
源
を
も
っ
保
有
地
の
み
に

集
中
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
掃
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
小
規
模

段

会

2
r
c
b
v
の
広
汎
な
存
在
と
対
応
す
る
。
総
じ
て
こ
の
よ
う
な

週
賦
役
の
性
格
は
そ
れ
が
所
領
形
成
期
以
来
の
残
浮
で
九
り
、
更
ら
に
賦

役
強
化
へ
の
必
要
性
が
殆
ん
け
と
存
在
し
な
い
と
い
う
一
事
穏
を
総
定
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
ニ
ケ
の
翠
に
よ
っ
て
充
分
賄
い
う
る
程
度
の
直
営
地

C
m
R
-

Z
ぬ
げ
開
門
司
〉
に
お
い
て
は
、
ノ

i
nノ
フ
ヂ
、
ャ
!
?
ス
等
で
の
販
売
を
日
的

カ
ス
ト
マ
ヲ
テ
ナ

νト

と
し
た
穀
物
生
産
に
好
況
期
が
到
来
し
て
も
恒
脊
小
作
人
の
負
担
を
憎
す

こ
主
穴
く
、
既
に
古
く
か
ら
特
徴
的
芯
在
で
あ
っ
た
下
層
農
民
の
剰
余
人

口
か
ら
所
要
の
労
働
力
の
供
給
な
仰
ぐ
こ
と
は
容
易
で
み
め
っ
た

Q

思
う
に

か
か
る
マ
ナ
!
の
経
済
構
造
(
註
八
〉
は
所
領
形
成
以
来
殆
ん
、
し
ι
変
化
の

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ハ
註
七
)
ロ
担
4
5
。
・
ロ
ロ
ロ
同
回
目
白
川
叶
}
同
日

ω
o
n町田】

ω
守
口
口
宮
司
問
。
同

ζ
E
S
4
n
日
開
国
聞
け
〉
口
相
四
回
日
目
・
(
。
同
州
C
E
ω
宮
門
出
巾
曲
目
白
∞
o
n
-
h
p

T
凶
同
・
回
目
叫
件
・
〈

c--
同問・

]gu--)

(
註
八
)
と
の
湖
一
は
も
と
上

p
z
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
設
定
せ
る
『
非
悲

円
ベ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

歯
郡
一
所
領
」
〈
口

S
・5
8
0同町田
-
2
5
Z
U
の
範
鳴
に
属
ナ
る
の
で
あ

る
が
、
東
南
部
、
特
に
歌
会
領
に
は
大
規
模
な
古
典
型
マ
ナ
ー
の
発

達
と
寸
封
建
的
反
動
」
の
成
立
と
そ
主
張
ナ
る
彼
の
立
場
が
こ
ζ

で

は
安
蛍
し
て
い
な
い
点
に
注
目
ナ
べ
き
で
ち
る
。

そ
の
対
照
的
発
展
は
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ

l
k
位
す
る
マ
ナ

i
(。岡
σ。
ロ
ヨ
也

ω
F
K
F口内定・目当・

cm
門戸
τ

口和

ω
?
のめ
C
吋ぬ
3

H

)

叩

4
白
『
口
戸
河
口
町
田
口
匂
)
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
こ
に
お
け
る
特
徴
的
容
相
は
何
よ
り
も
直
営
地
の

広
大
な
形
成
と
賦
役
労
働
の
重
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一

ア
ラ
ブ
ル

二
九
四
年
の
八
市
同
窓
口
件
V

に
よ
ね
ば
直
営
地
の
農
耕
地
は
オ
グ
パ

l
ン・

セ
ン
ト
・
ジ
ョ

l
ヂ
に
お
い
て
八
七
一
エ
イ
カ

i
、
ブ
リ
ク
ス
ト
ン
・
デ

グ
ァ
リ
ル
で
七
一
七
エ
イ
ヵ
ー
に
達
し
て
お
り
、
賦
役
農
民
の
少
な
い
オ

グ
バ
!
ン
・
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ウ
の
マ
ナ
ー
で
も
三
五
二
エ
イ
カ
ー
に

及
び
〈
第
二
表
参
照
)
、
こ
の
三
つ
の
マ
ナ
ー
に
お
け
る
賦
役
に
よ
る
保

有
地
が
当
時
そ
れ
ぞ
れ
六
回
、
一
一
一

O
、
二
四
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
と
対

比
す
る
な
ら
ば
、
総
じ
て
農
民
の
賦
役
労
働
の
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
状
態
は
容

易
に
想
像
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
体
に
賦
役
に
関
す
る
各
マ
ナ
l
閥

の
事
情
に
は
大
差
は
な
い
よ
う
で
、
ミ
ク
ル
マ
ス
か
ら
八
月
一
日
の
閥
は

毎
週
三
日
、
そ
れ
以
外
の
時
期
で
は
土
曜
日
を
除
く
全
て
の
平
日
に
斌
役

を
強
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
通
例
の
A
げ
00ロ
V

と
し
て
の
想
耕
と
、
保

有
家
畜
数
は
応
じ
た
牧
草
地
の
特
別
型
耕
役
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
ば
か

り
で
な
く
、
農
民
は
山
内
マ
ル
チ
ン
マ
ス
(
十
一
足
十
一
日
V

に
一
・
豆
乃

至
三
エ
イ
カ
l
の
型
耕
・
播
極
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

た
い
し
て
貨
幣
支
払
は
極
め
て
少
な
く
、
グ
ア
]
ギ
タ
ー
は
一

O
乃
至
一

三
九
七



『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
管
』

時

V
ス

5
片
、
半
グ
ァ

1
ギ
タ
ー
の
場
合
は
そ
の
半
分
を
上
納
し
て
い
た
に
す
ぎ

な
い
。こ

う
し
た
貨
幣
地
代
の
未
成
熟
と
各
種
賦
役
の
重
課
と
い
う
事
態
を
生

ぜ
し
め
た
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
マ
ナ
ー
が
大
規
模
な
耕
作
と
牧
羊
経

営
K
適
し
た
渓
谷
地
帯
K
寄
在
し
て
い
る
こ
と
よ
勺
、
こ
こ
に
み
る
大
規

模
な
直
営
地
経
営
が
所
領
経
済
に
お
い
て
そ
の
意
味
か
ら
極
め
て
重
要
な

地
位
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
出
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
を
含
む
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ

l
・
マ
ナ
ー
で
は
明
ら
か
に
直
営
地
経

営
の
拡
大
・
賦
役
の
強
化
を
指
向
す
る
変
化
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
オ
グ
バ

l
ン
・
聖
ア
ン
ド
ル
ウ
・
マ
ナ
ー
で
は
そ
の

A
n
g田
E
B曲目
V

が
そ
の
過
程
を
物
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
曽
っ
て
貨
幣
地
代
と
比
較
的
軽

度
の
賦
役
1
1
一
人
は
冬
期
の
週
賦
役
さ
え
も
な
い
ー
ー
に
よ
っ
て
一
ヴ

7
j
ギ
ト
を
保
有
し
て
い
た
三
人
の
農
民
は
、
後
に
は
他
の
農
民
と
同
様

先
に
述
べ
た
一
般
原
則
に
従
っ
て
そ
の
土
地
を
保
有
す
る
関
係
に
改
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
A
門岳r曲常吐再押四
R吋
V

陀基.づつ

土
地
が
回
収
き
れ
て
直
営
地

Wκ仏
併
合
さ
れ
る
と
い
ラ
事
態
も
ま
た
脊
在
し

た
。
ア
ボ
ッ
ド
に
よ
る
土
地
購
買
の
事
例
も
随
所

K
見
出
さ
れ
る
。
直
営

地
の
収
益
は
所
領
の
集
中
と
拡
大
の
為
に
投
じ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
と

う
し
た
情
勢
は
他
の
領
主
に
属
す
る
近
傍
の
マ
ナ
!
と
は
可
成
り
の
相
異

点
を
も
っ
反
面
、
約
二
十
哩
も
離
れ
た
共
通
の
領
主
を
仰
ぐ
マ
ナ
!
と
は

極
め
て
相
似
し
た
性
格
を
示
し
て
い
る
の
で
為
れ
ば
、
そ
れ
が
領
主
に
よ

る
所
領
管
理
政
策
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
肥
沃
な
土
地
と

特
約
市
場
と
が
当
該
マ
ナ
1
形
態
の
好
条
件
と
協
働
し
、
十
三
世
紀
の
領

ゴ
一
九
八

主
を
し
て
直
接
耕
作
ア
K
あ
る
高
積
を
直
営
地
経
済
に
最
も
適
合
し
た
規

ス
-
ト
マ
ヲ
・
テ
テ
h
J

、.

模
K
拡
大
し
、
然
も
慣
習
小
作
人
の
犠
牲
に
お
い
て
そ
れ
を
遂
行
せ
し
め

た
。
恐
ら
く
十
三
世
紀
に
み
る
市
場
の
拡
大
と
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア

に
お
け
る
穀
物
貿
易
の
繁
栄
が
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ

l
の
ベ
ッ
ク
所
領
に
『
封

'
建
的
反
動
』
を
賓
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

オ
グ
パ

l
ン
の
ベ
イ
リ
フ
管
区
に
所
属
す
る
マ
ナ
ー
に
お
け
る
二
つ
の

類
型
は
共
同
体
の
も
つ
地
方
的
な
特
殊
性
の
強
い
影
響
に
よ
っ
て
与
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
ラ
し
て
両
型
の
間
に
は
極
め
て
多
様
な
形
態
の
マ

ナ
l
経
済
の
発
展
が
寄
在
す
る
。
地
方
的
特
殊
牲
を
説
明
し
う
る
如
何
な

る
定
式
も
あ
り
え
な
い
が
、
唯
直
営
地
の
大
小
と
農
民
の
数
と
の
バ
ラ
ン

ス
は
こ
の
点
を
部
分
的
に
は
説
明
し

5
る7

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
と
の
場
合

も
マ
ナ
l
労
働
力
の
も
つ
他
の
要
素
、
す
な
わ
ち
常
傭
の
マ
ナ

l
下
僕

(
自
自
。
江
田

H
B
3
8
3
た
る
合
同
自
己
目
V

の
容
在
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら

P

会、。

今
J
E
'
h
vg

む
な
虫
色
同
(
註
九
〉
と
そ
の
二
つ
の
形
態

直
営
地
経
済
犯
は
熟
練
労
働
を
必
要
と
す
る
各
種
の
重
要
な
生
産
行
程

が
あ
っ
た
。
放
牧
さ
れ
た
羊
等
の
家
畜
の
大
群
の
統
制
に
は
特
殊
な
技
能

を
要
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
農
業
労
働
の
核
心
を
な
す
型
耕
も
ま
た
高
度

な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。
危
険
を
伴
う
脱
穀
作
業
主
同
様
で
あ
る
。
こ
の

種
の
労
働
は
多
数
の
農
民
に
よ
る
賦
役
を
そ
の
補
助
と
す
る
経
験
あ
る
少

数
の
労
働
者
の
仕
事
で
φ

め
っ
た
。

A
ハ
国

F
8
F
m
H向

日

V
v

や
A
H
V
戸
市
民
旧
日

Hgu口
V

等
の
フ
7

ム
リ
は
慣
習
的
な
も

の
と
雇
傭
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
つ
。
と
の
二
形
態



は
マ
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
共
に
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
、
何
れ
か
に
集
中
す

る
場
合
も
み
め
っ
た
。
前
者
は
特
権
的
な
農
民
で
φ

め
っ
た
。
屡
々
自
己
と
そ

の
家
族
を
養
う
に
充
分
な
一
乃
至
半
ヴ

7
1
ギ
ト
の
土
地
止
を
保
有
す
る
彼

等
は
賦
役
の
軽
減
を
期
待
し
て
フ
ァ
ム
り
と
な
る
。
そ
の
保
有
地
は
ま
た

時
に
は
領
主
の
型
に
よ
っ
て
耕
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
直
営
地
と
同
様

に
他
の
農
民
の
賦
役
さ
え
も
利
用
で
き
た
の
で
為
る
。
後
者
の
型
に
属
す

る
フ
ァ
ム
リ
は
当
然
大
鋸
は
《
8
2同
門
V

か
ら
出
て
い
る
。
彼
ら
は
生
計
補

充
の
目
的
に
よ
っ
て
領
主
に
雇
傭
さ
れ
、
領
主
の
賜
食
と
現
物
乃
至
貨
幣

に
よ
る
賃
金
を
得
て
い
る
。
こ
の
ベ
イ
リ
フ
管
区
内
の
マ
ナ
ー
に
み
る
フ

ア
ム
リ
の
実
態
は
次
の
表
(
詮
一

O
〉
に
明
ら
か
で
お
る
。
こ
こ
で
も
ま

た
賦
役
に
み
た
と
同
じ
多
様
性
が
見
出
さ
れ
る
が
、
総
じ
て
賦
役
の
大
規

模
な
徴
集
が
行
な
わ
れ
て
い
た
マ
ナ
ー
で
は
慣
習
的
な
フ
7

ム
リ
の
存
在

が
顕
著
で
為
り
、
逆
に
賦
役
の
軽
度
な
マ
ナ
ー
で
は
雇
傭
さ
れ
た
フ
7

ム

リ
の
上
に
宜
営
地
経
営
の
重
点
が
お
か
れ
る
と
い
う
傾
向
を
み
と
め
う
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
最
も
重
要
な
役
割
は
恐
ら
く
地
方
的
な
労
働
市

場
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
だ
ろ

5
0
十
三
世
紀
の
イ
ー
ス
ト
ア
ン
・
グ
リ

ア
の
如
く
過
剰
人
口
の
み
ら
れ
る
地
域
で
は
多
く
の
賃
金
労
働
者
を
怪
出

し
そ
れ
が
直
営
地
に
フ
ァ
ム
リ
と
し
て
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
い

5
事
実

は
、
こ
の
地
方
の
共
同
体
構
造
が
初
発
か
ら
包
蔵
す
る
多
く
の

A
g口
弘

R
・

8
2
Z
G
の
容
在
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
為
る
。

そ
し
て
恐
ら
く
は
こ
の
種
の
雇
傭
労
働
の
供
給
源
の
豊
富
さ
が
マ
ナ
ー
に

お
け
る
賦
役
組
織
を
弛
緩
せ
し
め
る
効
果
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
一

般
に
賃
労
働
者
と
し
て
の
フ
ァ
ム
リ
は
賦
役
に
と
っ
て
代
る
傾
向
を
み
せ

『
ベ
フ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
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ン
ド
所
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『
ベ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

い
る
。(

註
九
)
プ
ア
ム

F
に
関
し
て
は
近
年
多

t
の
研
究
が
な
宮
れ
て
い

る
。
開
-
V
向山口開門

U1-d由
〉
U
U印
刷
刊
戸
支
凶
切

Z
F
C
℃門戸口
C
同開
q
c
u
u
H
Y

匂
M
Y
也

()lu
・
国
-
M
M
-
m
・岡村山口
H
M
l

司伺口、
H
，mJ弘田件。
nw
〉げ一げ骨可

(
g
u】)・

M
M
-
N
U
N
-

匂

-
Z・吋但ぬ即日一何回
g
g叫
え
の
円
。
耳
目
出
口
仏
〉
ヴ
げ
O
M『

Q
u
u
δ
・

3
・
H
O
酔・
1
白
・
富
・
ζ
・
3
2
3二
四
百
回
出
田

g
目

F
$
E
E円山口骨
Z

M

門
口
叶
内
回
開
白
血
凶
同
同
門
忌
向
。
ロ
宮
司
日
冊
目
(
国
円
。
H
H
O
B山
口
出
山
田
神
0
3、

阿
川

2
問。耳・

ωロ畏》
H2HHm白骨
N
.
呂
田
色
。
モ

l
ガ
ン
女
史
の
乙
れ
に
関

ナ
る
見
解
除
特
に
ミ
ラ
!
と
ポ
ス
タ
ン
の
支
持
h
t

う
け
て
い
る
。

ハ
註
一

O
)
λ
九
!
九

O
頁
時
間
収
。

ζ

の
表
で
は
慣
習
的
ア
ア
ム

F
と

賃
労
働
者
と
し
て
の
そ
れ
と
の
差
を
明
般
に
ナ
る
こ
と
は
で
き
な

い。

概
し
て
十
三
世
紀
末
の
ベ
ッ
ク
所
領
に
お
い
て
は
、
な
お
賦
役
の
強
化

が
顕
著
hu
現
象
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
遠
隔
地
の
マ
ナ
ー
で
は
逆
の
傾
向

が
昂
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

m-

一

右
に
み
た
十
一
一
一
世
記
の
マ
ナ

1
経
済
の
状
態
は
、
十
四
世
紀
に
お
い
て

著
し
い
変
化
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。
史
料
的
制
約
ハ
註
一
〉
に
よ
り
一
般

的
な
結
論
を
導
く
こ
と
は
全
く
困
難
で
あ
る
が
、
二
三
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
得
た
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
る
と
き
少
く
と
も
二
つ
の
特
徴
的
変
化
の
発

空
を
指
摘
す
る
と
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
直
常
地
に
充
用
さ
れ
る
労
働

力
は
従
来
の
賦
役
か
ら
雇
傭
労
働
力
に
置
き
か
え
ら
れ
、
同
時
に
貨
幣
地

四
O
O

代
は
増
加
し
つ
つ
ら
っ
た
。
こ
の
地
代
形
態
の
転
換
と
直
営
地
労
働
方
の

変
化
と
い

F
所
謂
『
金
納
化
』
過
程
に
特
徴
的
な
側
面
が
顕
著
な
容
相
を

'
'
ス
・
ホ
ー
ル
V

呈
す
る
と
同
時
に
、
地
万
で
は
直
営
地
経
営
の
衰
頚
H
定
期
小
作
の
生
成

と
い

5
「
地
代
荘
園
」
(
問

0
5
2
q
E色
百
円
g
n
t
A
G
を
指
向
す
る
動

き
も
ま
た
明
白
に
把
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
註
一
U

一
二
九
四
年
と
一
一
一
一
二
四
年
と
に
作
成
さ
れ
た

A
H
1
0一司m
W
H
e
n
-

件。ロ汁
V

の
比
較
検
討
は
と
の
場
合
事
態
左
明
ら
か
に
し
な
い
。
乙
の

史
料
陥
記
さ
れ
た
賦
役
の
価
値
額
は
現
実
に
強
制
さ
れ
た
紙
役
乙
そ

の
金
約
化
さ
れ
た
も
の
と
を
区
別
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
つ

吃
と
の
問
題
の
め
引
一
究
は
個
々
の
マ
ナ

I
内
部
の
史
料
に
拠
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。

円一
U

一
二
つ
の
マ
ナ
ー
に
み
る
経
済
的
発
展

一
、
レ
タ
ム
ハ
ヨ

g岱
世
田
)
I

ノ

1
フ
ァ
ク

一一二

O
一
二
年
か
ら
三
八
年
に
い
た
る
二
十
年
間
、
慣
習
小
作
人
は
向
依

然
と
し
て
全
て
の
惣
耕
賦
役
と
秋
期
の
週
賦
役
を
行
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
半
日
の

A
げ
0
8
4
2
w
V
と
除
草
賦
役
の
君
干
は
賜
食
の
為
の
経
長
節

減
と
い
う
理
由
か
ら
時
に
免
除
さ
れ
て
い
た
@
賃
労
働
は
僅
か
に
用
い
ら

れ
た
の
み
で
、
十
人
の
常
涯
の
フ
ァ
ム
リ
が
主
体
と
な
っ
た
直
営
地
耕
作

が
行
な
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
百
営
地
の
耕
作
面
積
は
漸
次
縮
小
の

傾
向
を
主
り
、
一
三

O
五
l
六
年
の
二
九
五
・
五
エ
イ
カ
l

ハ
最
大
〉
は

一
三
一
一
一
七

l
八
年
の
二
三
二
エ
イ
カ
ー
に
減
少
し
て
い
る
。
恐
ら
く
若
干

の
土
地
が
定
期
小
作
化
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
と
の
問
地
代
収
入
は
七
志
六



片
増
加
す
る
。

二
、
コ
テ
ィ
ス
フ
ォ
ー
ド
(
め
O
在
民
O
H仏

)
1
l
l
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

こ
の
マ
ナ
!
の
事
情
は
前
の
レ
タ
ム
の
マ
ナ
ー
の
場
合
と
ほ
ぼ
似
た
形

を
と
っ
て
い
る
。
慣
習
小
作
人
に
よ
る
賦
役
は
整
耕
、
収
穫
期
の
A
E
C
ロV
、

除
草
等
に
わ
た
っ
て
お
り
一
三
四
四
|
五
年
に
は
収
穫
労
働
の
二
一
パ
ー

セ
ン
ト
は
彼
等
の
賦
役
で
あ
っ
た
。
総
じ
て
こ
こ
で
も
ま
た
直
営
地
耕
作

の
衰
頚
は
一
三
四
O
年
以
前
に
は
倫
明
瞭
で
な
い
。

一
ニ
、
ブ
レ
イ
ク
ナ
ム
(
切
戸
田
日
岡
町
田

}gg〉
l
l
l
サ
フ

7
1
ク
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『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

賃
金
に
関
す
る
記
録
は
そ
の
鋭
角
的
上
昇
を
余
す
と
こ
ろ
な
ぐ
示
し
て

い
る
(
第
六
表
)
〈
註
二
)
。
こ
の
事
実
は
納
化
さ
れ
た
賦
役
金
量
(
第
五

表
〉
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
営
地
労
働
の
賦
役
か
ら
雇
傭
労
働
へ

P娘
一
語
喉
況
を
明
ら
か
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
七
表
に
み
る

法
定
地
代
の
漸
減
と
会
R
5
5己
V

の
急
速
な
増
加
と
は
、
恐
ら
く
週

賦
役
の
課
さ
れ
て
い
た
保
有
地
が
一
日
一
領
主
の
手
に
返
還
さ
れ
改
め
て
同

一
の
保
有
者
に
貨
幣
地
代
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
事
実
が
、
首
営
地
の
一

部
の
定
期
小
作
化
と
平
行
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
実
際
ま
た
直
営
地
の
耕
作
面
積
も
一
三

O
O年
の
二
四
八
エ

イ
カ
ー
か
ら
一
三
三
九
年
に
お
け
る
二
一
四
エ
イ
カ
ー
に
ま
で
激
し
く
動

揺
し
つ
つ
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

(
註
一
一
)
第
六
表
は
一

O
O
頁
所
載
の
表
に
み
る
総
計
の
部
分
を
箆

ナ
バ
原
表
に
は
そ
の
内
訳
が
示
さ
れ
て
い
る
。
倫
第
五
表
、
第
六
表

は

}
O
一
頁
時
間
収
の
も
の
。

総
じ
て
賦
役
へ
の
依
在
性
の
強
い
マ
ナ
ー
の
場
合
、
震
営
地
へ
の
賃
労

働
の
導
入
は
徐
々
に
、
し
か
し
着
実
に
増
九
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
い
ま
更
に
コ

i
ム
ハ
の
o
S
F
H
国
ロ
三
吉
岡
弘

0
5
2
5〉
に
み
る
十
四

世
紀
の
第
一
四
半
紀
の
事
例
を
附
加
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
賦
役
農

民
円
。
H

拓
自
立
。
の
主
体
は
半
グ

7
1
ギ
タ
ー
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時

に
常
傭
の
フ
ァ
ム
リ
の
源
泉
で
も
ら
っ
た
(
一
三
二
四
年
十
六
人
〉
。
し

か
し
他
方
で
は
領
主
は
ま
た
賃
労
働
者
と
し
て
牧
学
者
・
共
同
地
管
理
人

ハ
伊
出
向
当
時
仏
〉
等
身
九
人
の
人
々
を
雇
入
れ
て
お
り
、
更
に
収
穫
労
働
・

四
0 

脱
穀
・
除
草
作
業
に
は
別
に
雇
守
備
労
働
力
を
利
用
し
た
。
こ
の
結
巣
最
早

や
全
賦
役
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
く
る
。

Aσ00ロ
V

と
し
て

の
惣
耕
役
を
除
外
す
れ
ば
本
来
の
惣
耕
役
は
既
に
行
な
わ
れ
ず
、
賦
役
の

三
分
一
乃
至
四
分
一
は
毎
年
金
約
化
さ
れ
て
い
た
。

ロ
一
〕
頻
発
す
る
農
民
の
抵
抗

・
農
民
の
領
主
の
圧
制
に
た
い
す
る
レ
デ
ス
タ
ン
ス
が
続
生
し
且
つ
一
般

化
す
る
と
こ
ろ
K
十
四
世
紀
の
歴
史
過
程
の
も
つ
一
つ
の
特
徴
的
側
面
が

あ
る
こ
と
は
、
既
に
英
国
に
お
け
る
社
会
経
済
史
学
の
研
究
が
一
般
に
容

認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
註
三
〉
。
ォ
グ
パ
l
ン
・
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ウ

の

A
R
g
s
e
は
こ
の
特
徴
的
容
相
を
明
瞭
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ

に
は
既
に
十
三
世
紀
中
葉
以
前
に
農
民
抑
圧
U
負
担
強
化
と
い
う
『
封
建

的
反
動
』
の
容
在
を
示
す
史
料
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
何
ら
の
問
題
も

な
く
農
民
は
こ
う
し
た
新
ら
し
い
負
担
を
ラ
け
入
れ
た
だ
ろ
う
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
抵
抗
の
方
法
を
と
っ
た
か
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
倫
詳

細
に
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
十
四
世
紀
の
農
民
抵
抗
の
歴
史
は
少
な
く
と

も
広
範
に
組
織
さ
れ
た
一
挨
の
一
事
例
と

L
て
詳
細
に
語
る
に
値
す
る
。

骨
ゲ
イ
レ
，
q
v

初
期
に
み
る
抗
争
の
中
心
は
自
己
の
農
奴
た
る
身
分
規
定
の
不
当
を
唱
え

た
法
律
闘
争
で
あ
っ
た
。
一
三
一
二
年
の
聖
ヒ
ラ
リ
節
市
一
月
十
一
日
か

ら
三
十
一
日
〉
に
提
出
さ
れ
た
こ
つ
の
調
査
令
状
(
巧
『
百
一
〉
に
示
さ
れ
る

二
十
二
人
及
び
四
人
の
農
民
の
提
訴
は
、
彼
等
日

m
A
g
n
u
E
合
5
2
5
v

の

A
g
w
g回目
白

V

を
そ
の
祖
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
、
ア
ポ
ッ
ト
が
彼

等
の
身
分
を
無
視
し
あ
ら
ゆ
る
農
奴
的
諸
負
担
を
強
制
す
る
こ
と
は
明
ら

か
に
不
当
で
ゆ
め
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
程
の
身
分
規
定
を
め
ぐ
る
法
律
闘



争
は
一
二
八
八
年
、
一
一
ニ

O
九
年
に
既
に
発
生
す
」
み
て
い
る
が
、
そ
の
最

大
の
も
の
は
一
一
ニ
二
七
年
聖
オ
l
パ
ン

(
2
・
k
g
d、
聖
エ
ド
モ
ン

ズ
ペ
リ

(
F
E
g
g含
E弓
〉
そ
の
他
の
都
市
町
什
附
い
て
蜂
起
し
た
一

授
に
呼
応
し
て
発
生
し
た
。
と
の
一
農
民
的
抵
抗
は
騎
士
た
る
ヒ
ル
デ
ブ
ラ

ン
ド
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン
(
回
一

E
o
t
E
D色
白
片
岡
、
C
出色
C
U
〉
ら
に
よ
っ
て

支
持
を
う
け
、
ア
ポ
ッ
ト
に
よ
り
農
民
の

A
iロ
aHMV
た
る
こ
と
を
立
証

す
る
調
査
書
の
会
表
を
み
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
向
農
民
は
農
奴
と
し
て

地
代
や
賦
役
の
上
納
を
垣
否
し
つ
づ
け
て
い
た
。

こ
う
し
た
オ
グ
パ

i
ン
・
聖
ア
ン
ド
ル
ウ
の
マ
ナ
ー
に
お
け
る
農
民
一

授
は
こ
の
マ
ナ

i
内
部
の
経
済
的
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
反
映
し

て
い
る
。
そ
の
最
も
顕
著
な
変
伯
は
賃
釘
働
利
用
の
増
大
花
あ
る
。
一
一
ニ

三
三

i
四
年
陀
は
脱
穀
・
簸
分
(
耳
目
ロ
ロ
0
4
司
)
の
た
め
に
四
務
七
志
一

0

・
笠
片
、
秋
期
賦
役
に
代
る
労
働
に
つ
き
一
二
孫
八
志
二
片
の
賃
金
が
ベ

イ
リ
フ
の
手
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
事
実
が
見
出
さ
れ
る
一
方
、
こ

の
前
年
に
お
け
る
金
納
賦
役
が
一
五
務
四
志
三
片
に
も
達
し
た
状
態
も
マ

ナ
l
経
済
の
大
き
な
変
容
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
済
的
発
展
は

一
撲
の
固
と
な
り
巣
と
な
り
つ
つ
密
接
な
関
述
に
お
い
て
促
進
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
マ
ナ
ー
の
一
授
は
一
三
四
一
年
マ
ナ
l
終
済
が
一
応

の
小
康
状
態
に
立
到
る
に
反
し
、
そ
の
度
重
な
る
失
敗
に
も
め
げ
ず
一
三

三
二
年
、
一
三
四
一
年
、
一
四
一
六
年
と
飽
く
こ
と
な
《
繰
り
返
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

ペ
ッ
ク
所
領
内
の
農
民
一
授
は
こ
れ
が
唯
一
の
も
の
で
は
な
い
。
ノ
ー

サ
ム
プ
ト
ン
シ
ャ

l
の
ウ
ィ

l
ド
ン
(
巧
巾
町
内
問
。
ロ
〉
や
サ
セ
フ
ク
ス
の
ホ

『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

ー
ウ
ハ
問
。
。
ろ
に
お
い
て
何
れ
も
一
二
九
七
年
に
大
規
模
な
農
民
の
レ

ヂ
ス
タ
ン
ス
が
み
ら
れ
る
。
ウ
ィ

l
ド
ン
の
《
口
O
H
H
Z
Sロ
V

は
こ
ζ

で

も
有
力
な
隣
人
の
支
援
を
え
た
闘
争
に
つ
い
て
の
知
識
を
与
え
る
。
抗
争

の
主
体
は
主
に
地
代
会
納
め
間
々
聴
い
賦
役
を
行
な
っ
て
い
た
ヴ

7
1
ギ

タ
l
乃
至
半
ヴ
ァ

i
ギ
タ
ー
た
る
良
氏
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
更
に
が
有

地
を
引
継
ぐ
際
に
支
払
う
べ
き
極
め
て
多
額
の
八
時
山
口
叩
V

を
課
せ
ら
れ
て

い
た
。
恐
ら
く
抗
争
の
目
的
は
こ
う
し
た
過
宣
行
負
担
か
ら
逃
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
自
己
の
自
由
民
た
る
こ
と
を
立
証
し
て
そ
れ
ら
を

拒
否
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
農
民
の
抵
抗
は
失

敗
し
叛
徒
の
土
地
は
没
収
さ
れ
ヨ
ワ
高
い
地
代
に
よ
っ
て
漸
次
他
の
農
民

や
旧
来
の
保
有
者
に
再
下
附
さ
れ
た
。
し
か
し
成
功
の
一
例
を
見
出
す
こ

と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
ジ
ョ

l
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
ホ

i
ル
(
一
す
一
日
話
回

gw-

Y
目

.
0
と
い
う
一
富
良
市
U

場
合
で
、
波
は
同
様
に
自
由
民
た
る
こ
と
を

主
張
し
て
争
っ
た
が
陪
審
人
に
よ
り
そ
の
身
分
は
や
は
り
ア
ポ
ッ
ト
の

A
1ロ冊目白
V

た
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。
然
し
な
が
ら
法
廷
は
こ
れ
に
加

え
て
ア
ボ
ジ
ト
の
苛
一
酷
な
取
扱
い
は
『
王
国
の
安
寧
に
反
す
る
』
と
い
う

理
白
か
ら
彼
に
損
害
補
償
と
し
て
四
十
志
を
与
え
る
こ
と
を
宣
し
て
い

る
。
こ
の
種
の
特
に
富
農
の
部
分
的
成
功
は
史
料
の
物
語
る
以
上
に
数
多

く
存
在
し
て
い
る
も
の
主
思
わ
れ
る
。

(註一ニ
U

ロ
ヂ
ャ

i
ス
の
提
示
に
な
る
古
典
的
見
解
、
ナ
な
わ
ち
紫
苑

病
以
降
に
み
る
労
働
人
目
の
不
足
に
よ
る
賃
金
品
騰
と
そ
の
結
果
た

志
領
主
に
よ
る
吠
伎
の
強
化
創
出
と
が
激
し
い
農
民
の
探
抗
を
悲
起

し
た
と
い
う
所
訟
は
数
々
の
個
別
研
究
に
よ
っ
て
徐
々
に
覆
え
き
れ

四
0
2

一



『
ベ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
h

て
い
っ
た
。
そ
し
て
然
死
病
以
前
で
さ
え
も
農
民
の
小
規
模
な
一
授

は
到
る
所
で
見
出
さ
れ
る
と
と
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

ζ

の

程
の
見
解
は
ヒ
ル
ト
ン
の
こ
つ
の
論
稿
、
H
，

z
p
w混
同
凶
作
露
。
4
m
g
m・

5
山
口
開
口
問

-82氏
O
B
G
2
・

an出
m
-
F
5
3・
島
門
吉
待

出・】可
MW
向島
H
M
M
H
W
口同日日明日
M

m

g

S

向
。
ご
∞
∞
]
(
]
E
U
U

に
一
つ
の
頂
点

を
求
あ
る
乙
と
が
で
き
る
。
ヒ
ル
ト
ン
の
所
訟
は
、
旗
発
ナ
る
農
民

の
抵
抗
は
封
建
栓
会
の
基
本
的
階
級
構
法
印
ち
領
主
H
農
奴
関
係
に

深
〈
根
ざ
ナ
も
の
で
あ
官
、
封
建
社
会
に
内
在
ナ
る
円
基
本
動
機
』

な
門
戸
自
由

g
o
gる
た
る
領
主
・
農
奴
間
の
『
地
代
を

b
p・
-
ニ
岳
闘
守
』

の
具
現
形
態
で
あ
る
と
い
う
競
点
か
ら
出
発
し
、
農
民
庭
の
両
極
分

解
と
い
う
要
素
を
導
入
し
つ
つ
富
良
に
と
っ
て
は
繁
栄
阻
止
条
件
と

し
て
、
貧
農
に
は
生
計
破
壊
へ
の
脅
威
と
し
て
ニ
様
に
対
露
ナ
る
封

建
地
代
の
性
絡
を
指
摘
ナ
る
こ
主
に
よ

P
、
こ
つ
の
抵
抗
線
が
初
発

に
お
い
て
は
身
分
規
定
を
あ
?
る
法
律
闘
争
と
し
て
発
生
し
、
漸
次

共
同
体
を
媒
介
と
し
て
金
国
的
な
武
力
闘
争
へ
と
組
織
さ
れ
て
ゆ
く

と
と
在
詑
い
て
お
型
、
そ
の
発
生
を
何
ら
か
の
形
で
黒
死
病
と
の
関

蓬
性
か
ら
設
現
し
よ
う
叶
と
い
う
旧
来
の
俗
流
史
学
に
対
立
し
、
そ
の

封
建
制
の
基
礎
構
這
か
ら
、
双
生
ナ
る
基
本
的
隊
級
間
関
川
す
た
る
木
質
に

注
意
在
喚
起
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
各
国
の
経
済
比
一
家
の
耳
目
を

集
あ
て
英
国
の

M
・
γ
ッ
プ
ハ
宮
・
ロ
各
ど
と
米
国
の

P
@
ス
ウ

ィ
I
ズ
ィ
ハ
H
V

・
∞
耳
目
巾
N
可
〉
と
の
間
に
封
建
制
の
基
本
矛
盾
b
1

・如何

に
把
握
ナ
る
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
、
そ
れ
b
E

あ
F
¥

る
論
必
ず
の

展
開
を
み
た
の
で
る
る
が
、
ヒ
ル
ト
ン
は
こ
れ
に
つ
い
て

Anog-

問
。
四

ヨロロ山口同門
T
M
ロV
を
寄
稿
し
て
、
上
惑
の
如
き
独
自
の
見
解
を
述
べ
て

い
る
ハ

ω円向。ロ
O
白

骨

ω
o
a
a
u『・
J
1
0
-
-
H
F
2
0
・日

"
g
u臼
)

O

毛

ー
ガ
シ
女
史
の
ζ

の
研
究
は
彼
の
理
論
構
成
に
大
い
に
貢
献
し
て
い

る。

nz
一u
富
農
の
佳
成
H
農
民
階
層
の
分
化

こ
の
十
四
世
記
に
お
け
る
マ
ナ
ー
の
発
展
を
み
る
に
当
り
逸
す
る
こ
と

の
で
き
ぬ
点
は
、
領
主
の
犠
牲
よ
り
も
比
較
的
弱
体
な
隣
人
の
犠
牲
に
お

い
て
マ
ナ

i
機
構
の
内
部
に
漸
次
小
さ
な
富
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
富
裕
な

農
民
階
層
の
発
生
で
あ
る
。
ウ
ィ

l
ド
ン
の
A
門
g
g昌
弘
V

や
A

E
異
色
V

は
彼
等
の
生
成
史
を
示
し
て
く
れ
る
。
十
三
世
紀
中
葉
か
ら
寸
四
世
紀
の

中
頃
に
か
け
て
マ
ナ
!
の
地
代
収
入
は
僅
か
な
変
動
を
み
せ
る
(
註
同
u

の
み
で
あ
り
、
一
三
六
五
年
頃
ま
で
は
若
干
の
上
昇
線
を
描
き
そ
れ
以
後

は
僅
か
に
下
向
し
始
め
且
つ
幾
ば
く
か
の
土
地
が
定
期
小
作
と
さ
れ
た
の

み
で
あ
る
。

ζ

の
静
寂
で
あ
る
か
に
み
え
る
事
態
も
そ
の
内
部
を
さ
ぐ
る
ー

な
ら
ば
富
と
土
地
の
分
配
関
係
に
大
き
な
変
動
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
と

な
っ
て
く
る
。
十
四
世
紀
に
入
る
や
経
営
単
位
の
崎
明
大
が
耕
作
商
積
の
変

動
が
殆
ど
な
い
に
も
拘
ら
ず
強
く
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
保
有
地
の
細
分
と

い
う
現
象
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
と
の
機
に
投
じ
た
若
干
の
一
農
民
は

そ
ラ
し
た
保
有
地
の
断
片
を
吸
収
し
て
旧
来
の
保
有
分
を
越
え
て
更
に
四

分
の
一
乃
至
二
分
の
一
グ

7
1
ギ
ト
の
土
地
を
保
有
す
る
と
と
に
な
る

3A五
ゴ
一
三
六
五
年
の
数
字
は
と
の
煩
高
を
明
瞭
に
指
示
す
る
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
反
商
会
自
回
目
}
1
0
2
ミ
V

の
階
層
に
属
ず
る
農
民
が
急
激
に
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『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

増
加
し
て
い
る
と
い
う
事
態
を
も
表
現
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
二
三
片
た

コ
ヲ
タ
』

支
払
う
小
ぎ
な
小
原
佐
か
ら
一
勝
以
と
の
地
代
を
負
担
す
る
数
ヴ

7
1
ギ

ク
ロ
フ
ト

ト
乃
至
大
綜
劃
地
止
を
も
っ
大
農
民
に
い
た
る
ま
で
十
回
世
紀
の
農
民
は
そ

の
家
族
の
起
源
が
旧
い
と
否
、
と
に
か
か
わ
ら
ず
大
き
く
分
化
す
る
と
し
」
に

な
る
。(

註
四
〉
ワ
ィ
l
y
ン
・
マ
ナ
ー
で
の
泊
代
総
収
入
は
一
二
回
。
年
に

お
い
て
一
六
傍
一
一
一
志
一

O
片
、
一
一
一
入
八

i
九
年
一
七
時
開
六
志
一

O
斤
、
一
一
ニ

O
四
五
年
一
九
時
肪
六
志
五
片
と
な
っ
て
い
る
。

(
註
五
〉
と
の
マ
ナ
ー
に
お
い
て
最
も
大
き
な
阿
弥
右
地
三
0

0
内
容
は

持
用
九
表
の
と
お
習
で
あ
る
。

(
設
大
〉
去
。
H
ぬ

E
L
V
E
・
?
ロ
f

ペ
ッ
ク
所
領
に
現
わ
れ
た
十
四
世
紀
の
経
済
的
諮
変
革
に
つ
い
て
一
般

的
な
特
徴
づ
け
を
与
え
る
こ
と
は
函
難
で
あ
る
が
、
史
料
の
在
在
ず
る
幾

つ
か
の
マ
ナ
ー
に
限
定
す
れ
ば
総
じ
て
耕
作
地

J

と
人
口
の
減
少
・
賦
役
の

漸
減
・
農
民
一
授
の
頻
発
と
そ
れ
ら
相
互
間
の
協
働
一
等
を
共
通
に
認
め
る

と
と
が
で
今
日
。
。
こ
れ
ら
の
鰐
変
化
は
黒
死
病
の
最
初
の
流
行
以
前
か
あ

既
に
進
行
し
て
い
た
。

円
四
〕
定
期
小
作

0
8
8日

5
3
の
形
成

右
に
み
た
土
地
再
分
配
の
過
程
は
更
に
一
つ
の
事
実
、
す
な
わ
ち
マ
ナ

ー
領
主
が
宣
伝
地
耕
作
を
放
事
ん
し
た
と
き
そ
れ
を
全
両
的
陀
継
蕊
し
う
る

人
々
の
静
岡
脂
の
形
成
と
い
う
事
実
を
も
導
き
出
す
の
で
あ
る

G

時
に
は
と

の
種
の
人
々
は
農
業
経
営
者
の
み
な
ら
ず
行
政
的
に
も
ア
ボ
3

ト
の
権
能

四
O
六

の
代
行
者
と
し
て
直
接
生
産
者
た
る
農
民
に
対
立
し
、
被
ら
が
そ
の
生
計

を
営
み
土
地
を
保
有
し
て
い
た
マ
ナ
!
の
経
討
を
一
一
層
自
ら
の
利
益
の
た

め
に
有
利
に
運
用
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
最
も
多
く
の
場
合
A
宮
丘
町
己
中

ω
3
g
g
v
と
し
て
の
合
同
国
仏
間
口
仏
国
け
c
n
w
Z白
血
山

V

の
形
が
と
ら
れ
た
が
、

と
の
こ
と
は
寓
約
な
農
民
の
能
力
を
胡
唱
え
た
大
規
模
な
定
期
小
作
の
形
成

を
可
能
に
じ
て
い
る
。

実
際
十
四
世
紀
に
お
け
る
べ
ッ
ク
所
領
の
各
マ
ナ
ー
は
漸
次
そ
の
直
営

地
を
放
棄
し
そ
の
定
胡
貸
出
と
地
代
徴
収
の
傾
向
的
強
化
が
目
立
っ
て
く

る
の
で
あ
る
が
、
第
十
表
の
明
示
す
る
と
お
り
就

'm小
規
模
な
直
営
地
を

擁
し
て
商
品
生
産
を
主
要
な
物
的
基
礎
と
す
る
所
謂

A
S各
自
国
ロ
ミ
V

で
こ
の
傾
向
が
特
に
強
く
み
ら
れ
る
。

し
か
じ
一
万
定
期
小
作
の
形
成
は
首
営
地
に
留
ら
な
い
。
特
K
十
凶
世

紀
後
半
農
民
層
の
階
層
分
化
が
顕
著
な
形
を
と
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
一
部

の
集
積
さ
れ
た
巨
大
な
農
民
保
有
地
も
ま
た
定
期
小
作
、
と
し
て
一
時
小
作

(
田
区
立
向
。
さ
れ
る
事
例
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
〈
第
十
一
表
ゴ
と
れ

ら
の
他
史
料

κ現
わ
れ
な
い
小
さ
な
そ
し
て
短
期
間
の
定
期
小
作
も
数
多

〈
存
在
し
た
こ
と
は
想
像
に
鈴
く
な
い
。
然
し
た
が
ら
一
般
に
牧
羊
に
適

し
た
地
万
で
特
に
オ
グ
パ

l
ン
の
修
道
院
に
近
接
し
た
マ
ナ
ー
で
は
直
営

地
の
定
期
小
作
は
遠
隔
の
マ
ナ
ー
よ
り
も
遅
れ
て
現
わ
れ
て
い
る
ハ
ウ
ィ

ル
ト
シ
ャ

l
、
ハ
ム
プ
シ
ャ

1
の
マ
ナ

l
u
o

定
期
小
作
人
の
出
自
に
つ
い
て
は
若
干
の
手
懸
り
を
得
る
に
す
ぎ
な
い

が
、
在
地
の
農
民
や
下
級
役
人
で
あ
っ
た
場
合
も
幾
っ
か
見
出
す
こ
と
が

で
さ
る
。
例
え
ば
一
一
一
一
二
四
年
ブ
レ
ド
ロ
ウ
・
マ
ナ
ー
を
四
年
間
の
期
限
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第十一表

で

A
Eロ
仏
国
出
品
目
ぢ
門
付
円
四
国
的
内
V

と
し
て
継
承
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ

・
フ
レ
イ
ゼ
ル
(
同
国
同
泊
四
国
司
『
3
7

84〉
は
下
級
役
人
で
あ
り
、
彼

の
父
親
は
陪
審
人
た
る
資
格
を

も
っ
て
い
た
。
彼
は
一
三
三
九

年
騎
士
に
銭
せ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
借
地
契
約
は
死
に
到
る
ま

で
定
期
的
K
更
新
さ
れ
た
。
こ

の
種
の
小
作
人
の
例
は
他
に
も

見
ら
れ
、
一
三
二
三
年
ト
l
テ

ィ
ン
グ
・
マ
ナ
F
l
の
全
部
を
九

少
年
間
同
じ
く

AHS凶

ga

巳
o
n
w
-
g
B〉
と
し
た
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ロ

1
ス
ハ
羽
詰
E
B

H
N
C
H
ろ
は
こ
の
マ
オ
i
の
農

民
で
、
曽
っ
て
ベ
イ
リ
フ
に
任

ぜ
ら
れ
て
い
る
。
彼
も
後
に
騎

士
の
称
号
を
え
て
い
る
。
こ
の

二
人
が
貧
し
い
農
民
階
層
か
ら

徐
々
に
上
昇
し
て
き
た
人
々
か

否
か
は
史
料
は
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
。
そ
の
他
と
の
時
期
の

四
O
八

定
期
小
作
人
と
し
て
マ
ナ
l
経
済
を
継
承
し
た
人
々
に
は
、
他
の
マ
ナ
ー

か
ら
ベ
イ
リ
フ
と
し
て
任
命
さ
れ
て
き
た
外
部
の
農
民
が
任
地
の
定
期
小

作
人
と
な
っ
た
者
、
ロ
ン
ド
ン
の
富
裕
な
市
民
ハ
一
人
の
鍛
治
屋
の
事
例

為
り
〉
等
が
あ
っ
た
。
ま
た
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
ペ
ッ
ク
修
道
院
と

の
関
係
を
全
く
も
た
ぬ
合
S
邑

2
5
3
E
偶
白
ロ
腎
B
詰
V

が
定
期
小
作

人
と
し
て
立
現
わ
れ
た
例
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
ワ
ォ

l
リ
ツ
ク
シ

ャ

l
の
ハ
ニ
ン
ガ
ム
(
問
。
ロ
SNEHHM〉
に
土
地
を
も
っ
エ
ド
ワ
ー
ド
・

メ
ッ
テ
ラ
イ
(
開
弘
司
昆
思
2
g
H
a印
〉
は
十
四
世
紀
末
葉
以
来
ノ
l
フ
7

ク
の
レ
シ
ン
ガ
ム
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
コ
テ
ィ
ス
フ
ォ
ー
ド
の
定
期
小

作
人
と
な
っ
て
い
る
。

十
四
世
紀
末
ま
で
に
は
こ
の
フ
ラ
ン
ス
修
道
院
は
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
お

け
る
殆
ん
ど
す
べ
て
の
直
営
地
経
営
を
廃
棄
じ
、
そ
の
直
営
地
を
自
己
の

農
民
応
分
割
し
乃
至
は
全
マ
ナ
ー
を
他
人
に
貸
与
し
て
自
ら
A
ち
ロ
吾
w円

V

と
な
っ
た
。

ζ

の
所
領
経
蛍
の
構
造
変
化
は
所
領
経
済
の
内
部
的
発
展
の

所
産
で
は
あ
っ
・
た
が
、
同
時
に
ま
た
そ
こ
に
『
百
年
戦
争
』
乙
よ
ば
れ
一

三
三
七
年
か
ら
一
四
五
三
年
に
か
け
て
間
断
た
く
継
続
さ
れ
た
英
仏
戦
争

の
影
響
も
見
逃
す
わ
け
K
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
修
道
院
は
十
六

世
紀
の
『
修
道
院
解
散
令
』
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
十
五
世
紀
末
葉
に
は

早
く
も
英
国
修
道
院
と
し
て
独
立
し
て
ゆ
く
二
つ
の
僧
院
を
除
け
ば
、
残

余
は
他
の
英
国
修
道
院
や
大
学
に
併
呑
さ
れ
て
消
滅
す
る
と
い
う
運
命
を

担
う
の
で
あ
る
。

国



M
-
d
t
I
J
H
ン
女
史
の
注
口
H
ず
べ
き
個
別
研
究
の
大
要
と
そ
の
研
究
史

的
背
景
は
右
に
み
る
如
く
で
あ
る
。
過
去
に
お
い
て
英
圏
一
の
経
済
史
家
が

十
四
世
紀
に
つ
い
て
示
し
た
研
究
態
度
以
ロ
ヂ
の

i
ス
、
ペ
イ
デ
以
来
黒

死
病
の
辻
会
的
経
済
的
効
果
如
何
に
論
点
を
集
中
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と

通
匝
マ

と
は
先
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
カ
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
か
ら
コ
ス
ミ
シ
ス
キ
ー

に
到
る
歴
史
家
は
こ
う
し
た
問
遜
視
点
の
覆
滅
の
た
め
に
多
く
の
貢
献
な

し
た
。
そ
の
経
済
史
学
の
業
績
を
正
し
く
う
け
つ
い
だ
モ

i
ガ
ン
は
こ
の

研
究
に
お
い
て
旧
説
の
根
拠
安
鋭
く
批
判
し
、
従
来
黒
死
病
に
帰
国
す
る

も
の
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
き
た
諸
変
革
が
既
に
黒
死
碍
以
前
か
ら
徐
々
に

進
行
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
黒
鉛
病
に
よ
っ
て
方
働
人

口
の
五
乃
至
九
割
が
失
な
わ
れ
、
『
凡
ゆ
る
種
類
の
仕
事
K
お
け
る
使
僕

の
欠
乏
は
大
ぎ
か
っ
た
。
時
経
れ
ば
こ
う
し
た
欠
乏
は
殆
ん
ど
信
じ
ら
れ

な
い
と
思
わ
れ
る
程
だ
』
ハ
Q
H
O
D
r
z
c同
国

g
a
c時
間
三
同
席
。
P
H
F

MHarmqr24gpunM民
F

C
ハ誌一

υ
と
い
わ
れ
る
程
黒
死
病
の

破
壊
的
作
用
は
深
甚
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
モ

l
ガ
ン
は
そ
の
歴

史
的
進
化
に
与
え
た
影
響
は

E
当
に
も
促
進
条
れ
と
し
て

ω域
交
出
な
い

も
の
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
寧
ろ
モ
l
ガ
ン
女
史
に
あ

っ
て
は
、
十
四
世
紀
に
著
し
い
進
爆
を
み
せ
た
マ
ナ
i
経
済
の
発
足
は
十

三
、
一
ニ
世
紀
に
そ
の
最
盛
期
を
求
め
う
る
英
国
の
封
建
的
土
地
所
有
H
マ

ナ
l
休
制
そ
れ
自
体
の
内
部
構
成
rL
根
ざ
す
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
解
明

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
当
該
所
領
を
構
成
す
る
各
々
の
マ
ナ
i
の
個
別
的

な
社
会
経
済
的
発
展
は
、
そ
の
立
脚
す
る
村
落
共
同
体
の
内
包
ず
る
地
域

的
特
質
と
の
相
関
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
モ

i
ガ
ン
の

『
ベ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

分
析
方
法
は
、
一
九
一
一
4
年
目
降
斯
界
に
お
け
る
支
配
的
傾
向
と
な
り
主

と
し
て
ハ
ワ

i
ド

-
L
-
グ
レ
イ
に
よ
り
先
較
の
つ
け
ら
れ
た
問
題
、
郎

、
共
同
体
と
そ
の
耕
地
制
度
に
お
什
る
幾
り
か
の
類
型
乃
至
特
殊
性
を
マ

ナ
!
発
一
段
史
の
分
野
に
導
入
す
る
仕
方
に
準
拠
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
然
し
な
が
ら
こ
の
方
法
に
立
つ
多
く
の
歴
史
家
が
そ
の
個
別
性
に
の

み
昌
宏
等
わ
れ
て
発
展
過
程
を
貫
微
し
て
い
る
法
則
性
を
抽
出
す
る
に
極

め
て
潟
極
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
注
目
ず
べ
き
で
あ
る
。
モ
ー
ガ
ン

主
主
た
こ
Q
点
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
例
外
的
存
在
と
は
云
い
得
な
い

よ
う
.
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ
の
彼
女
の
研
究
は
類
書
を
絶
ず

る
も
の
と
い
ラ
べ
き
で
お
る
。
モ
i
ガ
ン
女
史
の
功
績
は
「
金
納
佑
」
を

中
心
と
す
る
マ
ナ
l
体
制
の
解
体
が
領
主
対
農
民
の
力
関
係
の
如
何
に
よ

っ
て
、
一
玉
い
か
え
れ
ば
封
建
制
忙
国
有
な
階
級
対
立
に
よ
っ
て
抜
し
♂
雑
く

推
進
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
事
実
を
正
し
く
一
本
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
農
民
の
レ
ヂ
ス
タ
ン
ス
が
地
代
形
態
'
の
発
展
に
占
め
る
役
割
け
、
封

建
地
代
収
取
と
い
う
封
建
的
土
地
所
有
再
空
産
の
た
め
の
基
木
条
件
が
専

ら
鋲
主
的
権
力
機
構
に
上
円
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
寸
れ
ば
、

そ
の
故
に
と
の
特
殊
封
建
的
な
庄
産
様
式
に
本
質
的
な
動
揺
と
そ
の
危
機

と
を
与
え
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
@
必
ず
し

も
モ

i
ガ
ン
女
史
は
こ
、
つ
し
た
問
題
意
識
に
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

ぞ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
問
題
の
核
心
を
誤
り
な
く
探
り
当
て
て
い
る

Q

そ

し
て
こ
れ
ら
の
諸
過
程
の
結
果
、
農
民
績
の
毅
一
一
世
を
絞
っ
て
上
昇

1
t

〈
ゐ
富
農
腐
の
繁
栄
に
費
す
べ
き
好
条
件
、
も
ま
た
成
熟
し
て
く
る
こ
と
、

就
中
沼
干
の
問
題
は
践
る
と
し
て
も
定
期
小
作
形
実
の
う
ち
に
新
ら
し
い

四
O
ー九



『
ペ
ッ
ク
修
道
院
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
所
領
』

発
一
震
が
担
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

た
(
註
一
〉
冨
・

(usgHLM冊
目
ご
吋
『
印
何
回
目
在
日
目
H

M
「

2
5白ロ
-
H
o
n
-
n
F
P

H
叫・

資
本
制
空
産
の
自
然
発
生
的
生
成
を
以
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
イ
ギ
リ

ス
近
代
化
の
過
程
が
、
十
六
世
紀
に
広
汎
に
形
成
さ
れ
た
ヨ
!
?
ン
リ
ー

に
典
型
を
求
め

5
る
独
立
自
営
農
民
層
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
と
い
ラ
事

実
は
既
に
多
く
の
先
学
の
業
績
に
確
認
さ
れ
る
と
こ
ら
で
あ
る
。
し
か
し

同
時
に
ま
た
独
立
自
営
農
民
は
封
建
的
土
地
所
有
崩
壊
過
程
の
所
産
で
あ

り
そ
の
推
進
主
体
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ

i
解
体
の
兵

体
的
な
諸
過
程
の
究
明
は
か
か
る
歴
史
的
捻
転
の
嫁
介
契
機
が
国
民
的
規

模
に
お
い
て
形
成
き
れ
る
基
礎
行
程
を
自
ら
明
ら
か
な
ら
じ
め
一
る
で
あ
ろ

う
。
我
々
空
想
観
点
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
独
立
自
営
農
民
形
成
の

姿
態
を
マ
ナ
!
崩
壊
過
程
の
康
史
具
体
的
な
諸
問
題
に
即
し
て
捕
か
ん
と
・

す
る
と
き
、
未
だ
解
き
え
ざ
る
数
々
の
問
題
を
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

占
め
る
が
、
こ
の
個
別
研
究
の
如
を
英
国
実
証
史
学
の
斎
ら
す
誇
成
果
の
批

判
的
摂
取
は
右
の
視
点
に
立
ち
つ
つ
問
題
を
深
佑
し
て
ゆ
く
た
め
に
一
つ

の
有
-
力
な
糸
口
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る

G
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